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住
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第
一
章

民
生

・
福
祉

生
活
困
窮
者
な
ど
貧
し
い
人
た
ち
の
救
済
が
主
で
あ
っ
た
住
民

福
祉
は
、
わ
が
国
の
経
済
の
高
度
な
発
展
に
よ
る
国
民
生
活
の
安

定
向
上
に
伴
い
、
老
人
福
祉

・
母
子
寡
婦
福
祉

・
児
童
福
祉
・
身

体
障
害
者
福
祉

・
精
神
薄
弱
者
福
祉
な
ど
の
法
律
体
系
が
、
ま
た

国
民
皆
保
険
と
し
て
国
民
年
金
な
ど
社
会
保
障
に
関
す
る
諸
制
度

の
改
善
と
充
実
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
を
国
際
障
害
者
年
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
福
祉
対
象
者
の
う
ち
更
生
能
力
の
あ
る
者
は
そ
の
能
力
に
応

じ
て
社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
い
、
こ
れ
が
困

難
な
者
は
福
祉
対
策
を
い
っ
そ
う
充
実
す
る
よ
う
福
祉
施
設
の
整

備
拡
充
を
は
か
り
、
家
庭
に
あ
る
者
の
日
常
生
活
が
自
立
し
て
助

長
さ
れ
る
よ
う
制
度
事
業
の
強
化
が
図
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
い
ま
国
の
経
済
は
低
安
定
成
長
期
へ
と
移
行
し
て
い

る
。
ま
た
人
口
の
動
態
で
は
出
生
児
率
の
低
下
や
平
均
寿
命
の
伸

び
な
ど
高
齢
化
は
急
速
に
進
行
し
、
社
会
福
祉
の
需
要
が
増
大
を

も
た
ら
し
、
そ
の
対
応
に
財
政
が
追
い
つ
か
な
い
情
勢
と
な
り
、

制
度
の
改
革
な
ど
一
面
で
は
福
祉
の
後
退
な
ど
と
批
判
さ
れ
る
事

態
も
発
生
し
て
い
る
。

国
は
昭
和
六
十
一
年
四
月

一
日
か
ら
各
種
年
金
制
度
を

一
元
化

し
た
基
礎
年
金
制
度
を
設
け
、
国
民
皆
年
金
制
度
と
し
て
さ
ら
に

長
期
安
定
化
を
は
か
っ
た
。
い
ま
有
職
婦
人
と
母
子
家
庭
の
増
加

は
、
児
童
福
祉
行
政
需
要
の
拡
大
を
も
た
ら
し
、
老
人
福
祉
対
応

策
と
と
も
に
最
大
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

わ
が
町
は
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
率
が
昭
和
六
十
年

ニ――

・
ニ

貯
で
県
平
均
一
四

・
ニ
貯
よ
り
低
い
。
ま
た
若
年
層
が
多
く
出
生

児
率
（
千
分
比
）
は
ニ
―
-•
九
人
と
県
平
均
―
ニ

・
八
人
よ
り
高

く
、
若
い
町
と
い
え
る
が
、
早
晩
高
齢
社
会
に
入
り
、
ま
す
ま
す

そ
の
度
合
い
が
高
ま
る
で
あ
ろ
う
と
き
、
溝
辺
湿
泉
を
開
発
、
昭

和
五
十
九
年
五
月
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
老
人
み
ず
か

ら
が
心
身
健
や
か
に
生
活
が
営
め
る
よ
う
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

住
民
生
活
の
実
態
を
常
に
あ
き
ら
か
に
し
、
生
活
の
指
導
や
福
祉

施
策
な
ど
の
浸
透
を
ほ
か
る
た
め
、
民
生
児
童
要
員
を
溝
辺
町
民

生
児
童
調
査
委
員
に
委
嘱
し
、
福
祉
行
政
へ

の
協
力
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
、
民
間
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動
の
拠
点
と
し
て
社
会
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日

生

活

保

護

福
祉
協
議
会
が
お
か
れ
、
明
る
＜
住
み
よ
い
福
祉
の
町
つ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

憲
法
の
理
念
に
根
拠
を
置
く
生
活
保
護
制
度
は
、
生
活
に
困
っ

て
い
る
国
民
に
対
す
る
最
低
生
活
の
国
家
責
任
保
障
と
、
自
立
の

助
長
を
目
的
と
し
て
お
り
、
保
護
基
準
に
照
ら
し
本
人
の
収
入
・

資
産
・
能
力
な
ど
を
活
用
し
て
も
、
な
お
不
足
す
る
分
を
現
金
給

付
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
最
低
生
活
の
水
準
を
確
保
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
基
準
は
、
国
民
生
活
の
向
上
と
と
も
に
引
き
上
げ
ら

れ
改
善
さ
れ
て
い
る
。

本
町
の
保
護
の
実
態
は
、
第
115
表
に
示
す
と
お
り
で
、
本
県
や

本
郡
の
そ
れ
と
保
護
率
を
み
る
と
第
116
表
に
示
す
と
お
り
低
い
位

置
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
己
保
有
農
耕
地
な
ど
の
資
産
活
用

に
努
め
る
な
ど
自
立
意
識
の
強
い
町
民
性
や
、
若
者
の
多
い
子
弟

に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
保
護
世

帯
を
単
純
分
析
す
る
と
、
六
三
町
が
老
人
一
人
世
帯
で
あ
る
。
ま

た
、
他
に
つ
い
て
見
る
と
保
護
開
始
の
理
由
が
働
き
手
の
疾
病
と

な
っ
て
い
る
世
帯
や
母
子
世
帯
で
あ
る
。
重
度
の
障
害
者
に
あ
っ

て
は
、
昭
和
六
十
一

年
四
月
年
金
制
度
が
改
正
さ
れ
、
障
害
甚
礎

児
童
福
祉
法
が
昭
和
二
十
二
年
に
制
定
さ
れ
、
児
童
の
健
全
育

第115表 生活保渡費支給の状況 （単位：円）

(-=) 

児童福祉

年~度 生扶助活費 住扶助宅費 教扶助費育 葬扶助祭費 生扶助業費 他扶一助時費
45 3, 900, 883 27, 393 350, 632 16, 101 75, ooo/ 

55 I 9. 896. 223 1 n. 336 413. 385 0 60, 000 685, 780 

60 j14, 352,814 514, 654 667,202 97, 195 0869, 505 

62 13, 367, 896 454, 978 184, 080 0772, 480 

第116表 生活保護率の推移 （単位： 人/1000)

年口~竺姶良伊佐郡 溝 辺 町

59 14.88 6.67 

60 13.45 6.98 

61 10.87 5. 71 

62 10.01 5.60 

年
金
額
の
増
加
に
よ
っ
て
保
護
費
支
給
額
の
減
少
す
る
と
こ
ろ
と

な
っ
た
。
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成
に
つ
い
て
努
力
を
さ
れ
て
い
る
。
町
の
人
口
も
昭
和
四
十
五
年

を
最
低
に
漸
増
し
て
い
る
。
な
か
で
も
若
人
が
多
く
、
出
生
児
率

が
県
下
で
最
も
高
い
町

（
人
口
動
態
）
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
女

性
の
職
場
進
出
、
母
子
家
庭
の
増
加
は
一
層
の
要
保
育
児
の
増
加

す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
保
育
所
の
整
備
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
の

た
め
次
の
私
立
保
育
所
四
カ
所
が
設
置
さ
れ
、
一
―
―
―

10名
が
措
置

さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
不
足
の
状
況
で
あ
り
、
定
員
四

0
名
の
拡

大を申請中である。

0高陵寺保育園（有川五0三番地）定員六0名、園長

加来宗暁、創設昭和三十二年（初代加来貞信）。

〇照明保育園（麓二五六二番地）定員八0名、園長藤

谷文孝、創設昭和―――十七年（初代藤谷九皐）。

0白蓮保育園（竹子八六六番地）定員三0名、薗長加

来稔子、創設昭和五十三年（初代加来宗暁）。

〇心悦保育園（崎森二七0五番地）定員六0名、園長

藤谷憲秀、創設昭和五十六年（初代藤谷憲秀）。

保育所措置費の負担割合は国の財政改革によって、昭

和五十九年度まで国一0分の八が、昭和六十年度―0分

の七、昭和六十一年度から一0分の五に改められた。負

担金額は第117表のとおりである。

年〈度 分 保（保 育料 措（支置弁額費） 措置数 負国
担 区 分

護者負担）
ホ［自 I 町

円 円 人

47 2,893,330 16,344,870 140 8 /10 1 /10 1 /10 

59 14,826,480 115,330,270 230 // ” II 

60 17,316,870 118,866,660 230 7 /10 1. 5/10 1.5/10 

61 16,266,380 123,851.260 230 5 /10 2.5/10 2.5/JO 

62 17,250,490 122. 745,290 230 // ” // 

第117表 児童措置費負担の状況

ご分支給世帯数 支給児童数
被用者 非被用者 1特例給付 人数金

備 考
額

人 人 人 人 円

47 13 87 

゜
111 358,000 

55 59 136 

゜
218 15,906,500 

60 84 133 13 255 18,529,000 

61 114 162 32 335 18,082,500 

62 131 168 41 395 Jl,287,500 

第118表 児童手当支給状況
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五 五 四

3/ 屡七 六 七

人

九 八 六

゜
四

゜
員

増

△ 

六 四

゜
減

第
一
―
九
表

身
障
福
祉
会
員
の
年
次
別
推
移

い
る
。

五
十
六
年
二
八
四
人
に
比
べ
微
増
で
、
対
人

口
比
率
は
低
下
し
て

る
者
の
増
加
が
あ
る
が
、
第

119
表
の
よ
う
に
総
数
で
見
る
と
昭
和

と
な
っ
て
い
る
。
傾
向
と
し
て
は
交
通
事
故
や
成
人
病
な
ど
に
よ

昭
和
六
十
二
年
三
月
末
現
在
身
体
障
害
者
の
数
は
、
二
九
二
人

伺

児
童
が
家
庭
生
活
の
安
定
に
寄
与
し
、
次
世
代
を
に
な
う
児
童

の
健
全
育
成
と
そ
の
資
質
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
七

年
度
か
ら
第
三
子
以
降
十
八
歳
未
満
を
対
象
に
児
童
手
当
が
支
給

さ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
六
十
年
法
改
正
に
よ
り
第
二
子
以
降
六
歳

未
満
を
対
象
と
す
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
経
過

措
置
が
と
ら
れ
た
。
年
度
別
児
童
手
当
支
給
の
状
況
は
第

118
表
の

と
お
り
で
あ
る
。身

体
障
害
者
福
祉

昭
和
六
十
三
年
―
―
一
月
現
在
精
神
薄
弱
者
の
数
は
四
四
人
で
あ

る
。
う
ち
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者
一
六
人
、
入
院
八
人
、
存
宅

二

0
人
と
な

っ
て

い
る
。
特
別
児
童
扶
養
手
当

・
障
害
基
礎
年
金

な
ど
の
支
給
が
な
さ
れ
、
精
神
簿
弱
者
が
人
間
と
し
て
の
処
遇
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
親
の
会
を
設
け
活
動
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

親
な
ぎ
後
の
生
活
安
定
の
た
め
、
重
度
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制

度
を
設
け
、
現
在
加
入
者
は
七
人
で
あ
る
。

四

ま
た
、
重
度
身
体
障
害
者
医
療
費
で
は
昭
和
六
十
三
年
三
月
登

録
者
数
八
六
人
で
、
個
人
負
担
分
医
療
費
、
四
五
六
万
七

0
0
0

円
の
助
成
実
績
で
あ
る
。

精神薄弱者福祉

六 ノ，‘ 六 五 五

゜
九 八

九 九 九 九
五 五

己△ 四 六 五
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因

母
子
寡
婦
家
庭
は
、
救
済
的

・
社
会
的

・
精
神
的
負
担
が
大
き

い
。
施
策
と
し
て
は
福
祉
資
金
の
貸
付
、
自
立
更
生
に
必
要
な
職

業
訓
練
援
助

・
屈
用
の
促
進

・
健
康
維
持
等
安
心
し
て
生
活
で
き

る
相
談
活
動
や
施
策
が
組
織
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
近
年
生
き
別

れ
母
子
家
庭
の
増
加
が
顕
著
で
あ
り
、
父
親
の
な
い
家
庭
に
あ
っ

て
働
く
母
親
の
組
織
活
動
に
は
限
度
が
あ
り
、
加
入
率
も
悪
く
お

の
ず
か
ら
寡
妍
中
心
の
会
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
六
十
二
年
四
月

会
員
七
五
人
、
う
ち
母
子
―
―
一三
人
、
寡
婦
四
二
人
で
あ
る
。
（
会

長
有
村
ヵ
ョ
1
1
麓
一
一
五
四
一
一
一
番
地
）

箇

母
子
寡
婦
福
祉

国
民
年
金
制
度

国民年金制度は、昭和―――十六年四月わが国の社会保障

制度の柱として発足し、福祉の向上に貢献している。制

度創設以来幾度かの改正が図られ、昭和六十一年四月の

改正では、世界に例を見ない速さで高齢社会を迎えるに

当たり、産業構造や経済情勢の変化に伴う長期安定的基

盤の確立をはかることとし、各種年金基礎部分を共通と

する国民皆年金制度がスタートした。

計 ~ 分一仁':, ―'2 ,_ J 

任意 制強法免 免申 被

保
ヽ

九
ノ‘ ノ．‘ 険
九 六四

者
ヽ ヽ

ノ．‘ 五
七 五 数
四 四

゜ 保

七 七 眉
ヽ ヽ

粛四額七 七

゜

拠
出
制
年
金
被
保
険
（
者
）
の
状
況

（
昭
和
六
十
一
年
度
）

町
は
、
住
民
生
活
の
長
期
安
定
保
障
の
た
め
、
年
金
思
想
の
普

及
高
揚
を
は
か
る
べ
く
年
金
制
度
の
適
用
と
保
険
料
納
付
の
促
進

に
最
大
の
努
力
を
払

っ
て

い
る
。
保
険
料
は
旧
来
の
集
落
で
は
納

付
組
織
に
よ
り
納
付
さ
れ
、
そ
の
検
認
率
も
極
め
て
高
い
が
、
一

方
新
興
住
宅
地
な
ど
転
入
者
の
多
い
集
落
で
は
、
個
別
納
付
が
多

く
、
検
認
率
も
昭
和
六
十
一
年
度
八
八
宕
と
低
い
要
因
と
な
っ
て

い
る
。
年
金
協
議
会
は
、
受
給
権
確
保
の
立
場
か
ら
要
員
を
置
い

て
実
践
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
並
び
に
給
付
の
状
況
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
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民
生
の
安
定
の
た
め
常
に
隣
人
愛
を
も
っ
て
社
会
奉
仕
す
る
民

生
児
童
委
員
は
、
福
祉
施
策
情
報
の
実
践
協
力
者
で
あ
る
。
任
期

は
三
年
で
厚
生
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
て
保
護
指
導
に
当
た
る
。
い

ま
本
町
の
委
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

囮

死 寡 母 障 老

1/ 分区亡 子
計

栂ノし時 婦 害 齢

老 老 平又

四 齢 齢

福
拠

醤 給級 級 祉

ヽ
者

九
ノ‘ 七 七

七 四 五 数

五 乎又

五
九 五 ノ．‘ 給

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

゜
七 五 四 九 金

゜
ノ.‘ 五 /． ' 四 七

拿朋額

゜
ノ‘

年
金
受
給
（
者
）
の
状
況

民
生
児
童
委
員

馬徳徳有平 宗 中前別倉今岩阿村有国 氏
場永 重 村村像 玉 田府元別下久田馬生
シ 利 府根美
ツ久悦力近 幸 信安俊秀 兼智政
子於子ヨ雄 勇 夫子憲夫男晃勉男子志名

崎麓麓麓有麓 三 竹竹竹竹有 有有 有 有住
森写 ＝云 川 蓋 縄子子子子 川川川川川
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昭
和
六
十
年
の
国
勢
調
壺
に
よ
る
と
、
町
内
の
六
五
歳
以
上
の

老
人
は
一

0
三
四
人
で
、

総
人
口
七
八
五
四
人
に
対
す
る
約
一

―
―
-
•

二
射
で
あ
り
、
そ
の
比
率
は
本
県
の
約

一
四
・

一
貯
に
比
較

し
て
低
位
で
あ
る
。

昭
和
六
十
三
年
四
月
現
在
町
内
の
在
宅
ね
た
き
り
老
人
数
二
五

人
、
独
居
老
人
数
五

一
人
で
あ
り
、

家
庭
奉
仕
員
三
人
を
も

っ
て

二
0
人
の
家
庭
に
日
常
生
活
の
世
話
を
、
ま
た
六
人
の
家
庭
に
巡

回
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
老
人
が
安
心
し
て

明
る
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
特
殊
寝
台

・
エ
ア
ー
マ
ッ
ト

・
イ

ン
タ
ー
ホ
ー
ソ

•

福
祉
カ
ー
の
給
付
を
行
い
、
独
り
暮
ら
し
老
人

家
庭
訪
問
員
を
設
け
乳
酸
菌
飲
料
を
給
付
し
て
、
日
々
生
活
安
全

の
確
認
に
努
め
て

い
る。

敬
老
行
事
で
は
、
八
八
歳
以
上
の
高
齢
者
を
九
月
十
五
日
の
敬

老
の
日
に
表
敬
訪
問
し
て
敬
老
年
金
一
万
五

0
0
0
円
と
祝
い
の

品
を
贈
っ
て
い
る
。
そ
の
数
は
昭
和
五
十
五
年
以
降
二
二
人
、
ニ

一ー
末
永

老

人

福

祉

正

美

崎

森

一六翌

脇

・
笹
峯
・立
岩
・桑
坂
全
域
一

一
人
、
二
0
人
、
二
六
人
、
二
四
人
、
二
七
人
、
三
二
人
、
そ
し

て
六
十
二
年
度
は
三
五
人
と
年
々
増
加
し
て
い
る
。

老
人
に
と
っ
て
一
番
淋
し
い
こ
と
は

「
何
も
す
る
仕
事
が
な
い
」
こ
と
で
あ
る
。

老
人
に
と
っ
て
一
番
み
じ
め
な
こ
と
は

「身
体
不
自
由
で
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で
で
ぎ
な
い
」
こ

と
で
あ
る
。

老
人
に
と
っ
て
一
番
悲
し
い
こ
と
は

「
他
か
ら
仲
間
は
ず
れ
さ
れ
る
」
こ
と
で
あ
る
。

老
人
に
と
っ
て
一
番
み
に
く
い
こ
と

「
過
去
に
ば
か
り
し
が
み
つ
い
て
い
る
」
こ
と
で
あ
る
。

老
人
に
と
っ
て
一
番
美
し
い
こ
と
は

「
出
し
ゃ
ば
ら
ず
若
い
者
の
か
げ
の
力
と
な
っ
て
あ
げ
る
」
こ

と
で
あ
る
。

老
人
に
と
っ
て
一
番
楽
し
い
こ
と
は

「
自
分
は
ま
だ
役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
誇
り
を
持
っ
て
い

る
」
こ
と
で
あ
る
。

老
人
に
と
っ
て
一
番
尊
い
こ
と
は

「
今
日
の
一

日
を
大
切
に
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

七

つ

の

心

訓
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第 4部 住民福祉編

ホ
ー
ム
） 在

宅
老
人
の
一
時
保
護

ね
た
き
り
老
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
が
病
気
や
出
産
事
故
な

ど
で
一
時
的
に
介
護
で
き
な
い
と
き
は
、
施
設
（
特
別
養
護
老
人

で
一
時
保
護
す
る
も
の
で
、
期
間
は
七
日
程
度
。

老
人
保
健

老
後
も
健
康
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
、
四

0
歳
か
ら
疾
病

予
防
と
健
康
づ
く
り
の
事
業
を
実
施
す
る
。

〇
健
康
手
帳
の
交
付

四
0
歳
以
上
の
者
に
交
付
。

〇
健
康
教
育

成
人
病
予
防
に
日
常
生
活
に
必
要
な
こ
と
な
ど
を
教
育
。

〇
健
康
相
談

個
人
の
健
康
や
治
療
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
う
け

る
。

2
 

ー

日

主
な
老
人
福
祉
事
業
の
内
容

〇
健
康
診
査

ガ
ソ
、
脳
卒
中
な
ど
成
人
病
を
予
防
す
る
た
め
健
康
診
査
を

行
い
、
早
期
発
見
と
必
要
に
よ
り
精
密
検
査
も
実
施
。

〇
訪
問
指
導

在
宅
ね
た
き
り
の
人
に
対
し
保
健
婦
等
が
家
庭
を
訪
問
し

て
、
看
護
や
栄
養
日
常
生
活
の
指
導
を
行
う。

〇
老
人
医
療

七

0
歳
以
上
又
は
、
六
五
歳
以
上
で
「
ね
た
き
り
」
の
人
等

を
対
象
に
老
人
医
療
事
業
を
実
施
。

0
ハ
リ
、
キ
ュ
ウ
施
術
費
の
助
成

七

0
歳
以
上
ま
た
は
六
五
歳
以
上
の
「
ね
た
き
り
」
の
人
の

健
康
保
持
と
保
健
の
向
上
を
は
か
る
た
め
助
成
。

〇
老
人
福
祉
カ

ー
（
ス
テ
ッ
キ
カ

ー）

の
給
付

歩
行
困
難
な
老
人
が
日
ご
ろ
容
易
に
買
物
、
散
歩
、
地
域
活

動
に
参
加
し
、
建
康
と
仲
間
づ
く
り
の
た
め
給
付
。

3

生
き
が
い
対
策

〇
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

老
後
の
生
活
を
健
全
で
豊
か
な
も
の
に
す
る
自
主
的
な
集
ま

り
で
、
教
養
の
向
上
、
健
康
増
進
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や

地
域
社
会
と
の
交
流
な
ど
活
動
し
て
い
る
。
（
別
項
に
詳
述
）

0
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
（
社
会
奉
仕
活
動
）

老
人
の
経
験
と
能
力
を
い
か
し
、
社
会
福
祉
施
設
、
公
共
施

設
、
道
路
の
美
化
活
動
や
郷
土
料
理
の
伝
承
活
動
、
ね
た
き

り
老
人
へ
の
友
愛
訪
問
な
ど
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。
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0
豊
か
な
高
齢
社
会
を
考
え
る
洋
上
研
修

毎
日
の
生
活
に
不
自
由
を
き
た
し
て
い
る
六
五
歳
以
上
の
低

0
高
屋
長
寿
大
学

元
気
で
楽
し
く
仲
間
と
手
を
と
り
あ
い
心
豊
か

な

人

間

性

と
、
花
と
み
ど
り
の
ふ
る
さ
と
「
み
ぞ
べ
」
を
築
く
た
め
、

学
習
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
一
人
一
人
の
生
き
が
い

を
見
い
出
し
、
お
互
い
老
後
の
生
活
を
健
全
で
豊
か
な
人
生

を
お
く
る
た
め
教
養
講
座
を
中
心
に
開
催
し
て
い
る
。

〇
老
人
と
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い

老
人
ク
ラ
ブ
が
地
域
の
児
童
、
青
年
、
婦
人
な
ど
と
の
世
代

間
交
流
活
動
を
集
落
ぐ
る
み
で
推
進
し
、
老
人
の
生
き
が
い

を
高
め
る
と
と
も
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
は
か
っ
て
い

る
。

〇
老
人
福
祉
バ
ス
の
運
行

心
身
の
健
康
保
持
や
社
会
見
学
、

寿
大
学
な
ど
、
ひ
ろ
く
老
人
が
自
主
的
に
参
加
で
き
る
よ
う

無
料
運
行
を
行
っ
て
い
る
。

0
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
の
設
置

老
人
が
日
常
容
易
に
利
用
で
き
る
場
所
を
確
保
し
て
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
を
設
置
、
ス
ボ
ー
ツ
を
通
じ
て
老
人
の
健
康
と
仲

間
づ
く
り
と
交
流
を
は
か
る
た
め
設
置
費
の
一
部
を
助
成
。

レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
長

4
 

青
壮
年
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
考
え
方
、
生
き
方
な
ど
お
互

い
に
理
解
し
自
己
啓
発
と
世
代
間
交
流
を
高
め
る
研
修
。

0
高
齢
者
肉
用
牛
の
貸
付

繁
殖
用
肉
用
牛
育
成
メ
ス
牛
の
貸
付
を
行
い
、
老
人
の
生
き

が
い
を
高
め
る
。

〇
老
人
ス
ボ
ー
ツ
の
普
及

老
人
の
健
康
保
持
と
生
き
が
い
を
高
め
る
た
め
老
人
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
実
施
、
気
軽
に
で
き
る
種
目
を
選
定
し
て
い
る
。

〇
老
人
作
品
の
即
売
会

老
人
の
趣
味
特
技
を
生
か
し
、
生
産
活
動
と
し
て
参
加
意
欲

を
高
め
る
と
と
も
に
、
製
作
者
と
購
入
者
と
の
交
流
と
生
き

が
い
の
助
長
を
は
か
る
た
め
即
売
会
を
実
施
。

〇
敬
老
の
日

老
人
を
愛
し
、
長
寿
を
祝
い
、
町
民
が
老
人
の
福
祉
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
。
敬
老
年
金
の
支
給
、
高
齢
者
表

敬

訪

問
、
合
同
金
婚
式
、
ね
た
き
り
老
人
慰
問
活
動
な
ど
を
実

施
。

老
人
福
祉
対
策

0
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
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所
得
世
帯
に
、
家
事
や
身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
す
る
た
め
家

庭
奉
仕
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
を
派
遣
。

〇
老
人
家
庭
訪
問
員
の
設
置

独
り
暮
ら
し
老
人
な
ど
の
家
庭
に
老
人
家
庭
訪
問
員
の
訪
問

活
動
を
推
進
し
、
日
常
の
安
否
の
確
認
と
孤
独
感
の
解
消
を

は
か
る
。

0
ね
た
き
り
老
人
な
ど
の
介
護
者
講
習
会

在
宅
ね
た
ぎ
り
老
人
、
重
度
身
体
障
害
者
を
介
護
し
て
い
る

家
族
を
対
象
に
介
護
処
遇
の
仕
方
に
つ
い
て
講
習
す
る
。

0
特
殊
寝
台
（
ベ
ッ
ト
）
の
貸
与
C

ね
た
き
り
老
人
で
所
得
の
少
な
い
世
帯
に
、
ね
た
き
り
老
人

用
特
殊
寝
台
を
貸
与
、
機
能
回
復
訓
練
に
も
役
立
つ

0
ね
た
き
り
老
人
用
ェ
ア
ー
バ
ッ
ト
の
給
付

褥
瘤
（
と
こ
ず
れ
）
防
止
の
た
め
、
ね
た
き
り
老
人
を
も
っ

家
庭
に
給
付
す
る
。

〇
独
居
老
人
乳
酸
菌
飲
料
の
支
給

七
0
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
の
老
人
に
乳
酸
菌
飲
料
を
支

給
、
健
康
状
態
や
安
否
を
確
認
し
、
生
活
安
定
と
生
き
が
い

を
高
め
る
。

0
巡
回
入
浴

在
宅
ね
た
き
り
老
人
、
重
度
身
体
障
害
者
に
定
期
的
な
入
浴

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
保
健
衛
生
の
向
上
と
家
族
の
入
浴
介
護

の
負
担
軽
減
を
は
か
る
。

〇
老
人
福
祉
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
設
置

急
病
な
ど
の
と
き
隣
近
所
の
人
に
緊
急
な
連
絡
を
す
る
と
き

通
話
が
で
き
る
。

〇
老
人
福
祉
電
話
の
設
置

独
り
暮
ら
し
老
人
に
福
祉
電
話
を
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

孤
独
感
を
や
わ
ら
げ
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得

て
安
否
の
確
認
を
行
う
。

0
火
災
報
知
機
の
設
置

ね
た
き
り
老
人
、
重
度
の
身
体
障
害
者
の
家
庭
に
設
置
し、

火
災
に
よ
る
人
身
事
故
を
防
ぐ
。

〇
老
人
等
生
活
環
境
整
備
資
金
の
貸
付

七
0
歳
以
上
の
老
人
の
専
用
居
室
の
増
改
築
を
す
る
と
き
必

要
な
資
金
の
貸
付
け
を
行
う
。

〇
老
人
福
祉
施
設
の
入
所

養
護
老
人
ホ

ー
ム
、
特
別
握
護
老
人
ホ
ー
ム
、
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
ヘ
の
入
所
を
は
か
る
。

0
老
人
幅
祉
七
ン
ク
ー
「
み
ぞ
べ
温
泉
」
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之
助
90 
鳥
丸
エ
ダ
90 

I
 
I
 鮫
島
ス
マ

9
0
 

昭
和

氏宗外木

像山場

ッ勇太

5
5
 

名Jレ吉助

年歳9
6
 

9.5 

94 

昭

氏宗外木

像山場

和
5
6
 

名

ツ
Jレ

勇
吉

太
助

年歳9
7
 

9
6
 

95 

氏宗征鳥
-_ 

昭

像峯丸

和
5
7
 

名

ツ
ル

三
冗
郎

エ
ダ
I

年歳9
8
 

93 

92 

昭

氏一宗粧岩

像峯元

和
5
8
年
昭
和

5
9
年

.. 
-・ 

一

名
歳
氏
名
歳

ツ
ル
9
9
笹
峯
竺
五
郎
9
5
 

主
冗
郎
94
岩
元
テ
イ
94 

テ
イ
9
3
川
崎
幸

93 



西山沼長笹鳥鮫山岩岩村

崎口野峯丸島下元元中

源
四
郎

三
之
助

ク
メ

チ
カ

三
五
郎

エ
ダ

ス
マ

オ
ナ
ヲ

フ
チ

テ
イ

-lJ-
ヨ

9
3
 

9
2
 

91 

91 

91 

91 

91 

90 

90 

9
0
 

9
0
 

郎力郎ダマヲチイヨシダ

四五ナ幸

・

源チ― ――エスオフテサヨ二

野谷丸島下元元中崎園

西長笹鳥鮫山岩岩村川西森

9
4
 

9
2
 

9
2
 

9
2
 

9
2
 

91 

91 

91 

91 

9
0
 

9
0
 

90 
I
 

イヨシダチ夫ク

幸ギ テサヨエフ義ェ

ス

元中崎園路田

木澤

岩村川西森宮久池

9
2
 

9
2
 

91 

9
1
 

91 

90 

90 

9
0
 

ヨシダチク

幸ギ サヨエフエヒカイ
ス

中崎園路目永間
澤

村川西森宮池丸末野
ロメカ

93 

9
2
 

92 

9
2
 

91 

91 

9
0
 

9
0
 

90 

園路永間利元田山岩

玉保

西森，口白末野中岩久丸糾

シ‘’

エ
ダ

フ
チ

カ
メ

イ
カ

イ
セ
マ
ッ

ヶ
サ

庄
助

ャ
ス

ト
モ

ヨ
9
3
 

93 

92 

9
1
 

9
1
 

9
0
 

9
0
 

9
0
 

90 

90 

譴志要出士 活＜蒜

昭
和
6
0
 
年
I
11召
和
61 
年
昭
和
6
2
 
年

1

氏
名
1
歳
1
氏

名
1
歳
1
氏

名
1
歳

征
裕
三
五
郎
96 
面"
'
尤―
ア―
イ
9
6
岩
元
テ
イ
97 

岩
元
テ
イ
95 
池
澤
ス
エ
ギ
ク
94 
池
澤
ス
ニ
ギ
ク
95
 

川
崎
幸
9
4
 
中
玉
利
イ
セ
ギ
ク
9
2
 
岩
元
ケ
サ
9
3
 

西
ヨ
シ
94 
岩
元
ヶ
サ
92 
久
保
田
庄
助
9
3
 

宮
路
フ
チ
93 
久
保
田
庄
JJ)J
92 
剃
岩
卜
モ
93 

池
渾
ス
エ
キ
ク
93 
丸
山
ヤ
ス
92 
鳥
丸
ク
マ
9
2
 

野
間
イ
力
9
2
 
倒
岩
卜
モ
9
2
 
津
曲
イ
セ
ギ
ク
9
2
 

中
玉
利
イ
セ
マ
ッ
91 
鳥
丸
ク
マ
91 
馬
場
ヨ
子
マ
ッ
9
2
 

岩
元
ケ
サ
91 
津
曲
イ
セ
ギ
ク
91 
別
府
テ
ル
9
2
 

久
保
田
庄
助
91 
馬
場
ヨ
子
マ
ッ
91 
大
川
チ
カ
9
2
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第1章 民生・福祉

て
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
崎
森
第
二
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
桑
坂
老
人

玉
利
老
人
ク
ラ
ブ
に
、
十
三
塚
原
崎
森
第
二
長
寿
会
を
崎
森
第

若汁祠逹諏苔零塗
葦圭

廿堵三圭 洪証
Ul -'、

)'-- -}'斗Iボ古ヽ ..,.

4 -'I<: 
~-"ぢさゞヽ 4

寿
会
を
大
河
内
岡
老
人
ク
ラ
ブ
に
、
第
三
高
陵
長
寿
会
を
恵
心
老

人
ク
ラ
ブ
に
、
第
一
十
―
―
一
塚
原
長
寿
会
を
論
地
王
利
老
人
ク
ラ
ブ

に
、
第
二
十
三
塚
原
長
寿
会
を
鍋
石
峯
老
人
ク
ラ
ブ
に
、
若
竹
長

寿
会
を
若
竹
老
人
ク
ラ
ブ
に
、
据
石
ケ
岡
長
寿
会
を
据
石
ヶ
岡
老

人
ク
ラ
ブ
に
、
逹
摩
長
寿
会
を
永
尾
老
人
ク
ラ
ブ
に
、
福
玉
長
寿

会
を
福
玉
老
人
ク
ラ
ブ
に
、
十
三
塚
原
崎
森
第
一
長
寿
会
を
崎
森

老
人
ク
ラ
ブ
に
そ
れ
ぞ
れ
改
称
し
た
。

さ
ら
に
、
自
治
公
民
館
高
齢
者
ク
ラ
ブ
設
置
の
動
き
に
沿
っ

ク
ラ
ブ
が
独
立
し
、
崎
森
第
二
老
人
ク
ラ
ブ
を
金
峰
老
人
ク
ラ
ブ

に
改
称
、
昭
和
六
十
年
四
月
鍋
石
峯
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
石
峯
地
区

点

9
1
 

9
0
 

9
0
 

9
0
 

9
0
 

9
0
 

9
0
 

9
0
 

写湮 11 ~ → ill >+涅

亘コ fJllh-=三苺

寸索中; -}''JI 斗I

｀ 
-"~ テや芦 ::I-~

9
1
 

9
1
 

9
1
 

9
1
 

9
0
 

9
0
 

9
0
 

速若蓋 J:1-}埋字壊 ll荏
諾王

栗薔 渋→ 耳泣廿
~) 

-¥I--". ¥-1 ゞ m¥:、 '--,j {)  
-'Ii;,'{'斉刈

ヽ→ ヽ中苔ゞ'-". --r~ 

老
人
ク
ラ
ブ
の
組
織
は
次
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
。

動
を
行
い
、
明
る
い
町
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

に
励
み
、
楽
し
み
な
が
ら
文
化
産
業
の
伝
承
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

年
開
設
し
た
溝
辺
町
老
人
福
祉
セ
ソ
タ
ー
を
核
に
高
屋

長
寿
大
学
を
開
き
、
教
養
を
高
め
、
長
生
き
で
き
る
健
康
つ
く
り

9
2
 

9
1
 

9
1
 

9
0
 

9
0
 

9
0
 

9
0
 

9
0
 

9
0
 

進
）
は
一

0
0
0
余
名
の
会
員
を
有
し
、
昭
和
五
十
九

年
四
月
上
石
原
老
人
ク
ラ
ブ
の
内
十
文
字
地
区
と
、
据

ラ
ブ
を
結
成
し
、
町
内
一
九
老
人
ク
ラ
ブ
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
統
合
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
会
長

・
今
吉

石
ヶ
岡
の
う
ち
今
別
府
地
区
が
分
合
し
て
曽
我
老
人
ク

が
独
立
し
て
石
峯
老
人
ク
ラ
ブ
と
呼
称
、
昭
和
六
十
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第 4部住民福祉編

溝辺町老人 クラブ連合会歴代会長

二見源吾（昭37.12~) 岩元時義（昭53.10) 

松山 績（年月不詳） 今吉 進（昭57. 4) 

最勝寺良直（昭51. 4) 

〇溝辺町単位老人 クラフ・ （昭和63年度）

ム云 員 数

I 老人 クラプ名

男 1 女 i計
コヽ 長 名 住 所

竹山・ 瀬問利 1 1s 1 2s 1 43 1 国 生哲二 I有川2187

平 田 岡 I 21 I 26 I 47 森 田 重 吉 i有川1462
石 原 1 31 1 41 12 堂 平義 則 1有川 271

石 原 上 I 18 I 28 I 46 I 久 保秋男 1有川 235

丹生附 ・木場 1 16 1s 34 1 野間 重 雄 有川2920

長 尾 11 s 1 19 1 下久保 倅 竹子1725

若 竹 !20 !30 50 ! 田 方 正 夫 ＼竹子2112

据石 ヶ岡 1 24 I 26 I 50 1 仮屋園 静 男 ＼竹子 443

福 玉 I 25 I 35 60 I 東郷 正 1三縄1406

恵 心 1 22 1 29 I s1 1 今吉 進 層 3391
高 陵 I 14 I 22 I 36 I 満塩満 雄 l麓 3554

大河 内岡 [24 26 so [沼 口利 夫麓 2844

石 峯 I 33 1 41 I 74 I 住吉 優 麓 2232

鍋 1 24 23 1 47 1 米 丸 一 夫 1麓 1624

論 地 玉 利 I 42 I 45 I s1 1 末重 忠 男 i麓 516 I 

崎 森 1 22 1 40 1 62 1 古藤典義 l崎森2800

金 峰 1 34 1 40 1 74 1 岩 元 辰次 崎森2278

桑 坂 1 15 1 21 1 36 I 吉満時 吉 1崎森1714
l 

苗曰 我 1 31 I 52 83 住吉 初 壼 l有川773-18
; 

ムロ 計 1 442 579 f 1021 1 
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第 2章

ま
ず
基
本
的
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
し
て

わ
が
町
の
生
活
用
水
は
地
形
的
に
―
つ
の
台
地
を
な
し
て
い
る

関
係
か
ら
、
豊
富
な
河
川
も
な
く
、
地
下
水
も
井
戸
方
式
に
よ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
用
と
し
て
利
用
す
る
程
度
で
あ
っ
た
。
集
落
単

位
の
共
同
井
戸
も
極
め
て
少
な
く
、
生
活
用
水
の
確
保
に
つ
い
て

は
か
な
り
苦
労
し
、
や
む
な
く
水
を
求
め
て
谷
問
に
居
を
定
め
、
集

落
が
形
成
さ
れ
て
き
た
歴
史
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
間
、
簡
易
水
道
の
制
度
普
及
や
、
ガ
ス

・
電
気
湯
沸
し
器

な
ど
の
普
及
と
相
ま
っ
て
、
水
に
対
す
る
改
善

へ
の
機
運
や
要
望

が
高
ま
っ
て
き
た
。
し
か
し
本
町
に
と
っ
て
は
水
源
に
乏
し
い
条

件
な
ど
も
あ
っ
て
、
公
の
措
置
と
し
て
計
画
を
立
て
る
と
こ
ろ
ま

で
に
至
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
四
十
三
年
、
新
鹿
児
島
空

港
建
設
協
議
が
具
体
化
さ
れ
て
ゆ
く
中
か
ら
水
に
対
す
る
措
置
が

現
実
的
な
も
の
と
な
り
、
公
な
も
の
と
し
て
調
査
検
討
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

③
給
水
量

計
画
給
水
量
二
八
八

0
立
方
屈

▽
学
校
、
保
育
園
、
官
公
署
11
一
六

0
0人

▽
空
港
乗
降
客
11
一
万
―

1
0
0
0人

▽
一
般
住
民
及
び
空
港
関
係
居
住
民
11
八、

0
0
0人

切
給
水
人
口

崎
森
地
区
、
麓
地
区
（
除
く
房
山
）
、
有
川
地

区
（
除
く

①
給
水
区
域

1

給
水
区
域
、
給
水
人
口
、
給
水
量

第
二
章

生
活
と
水
（
飲
料
水
）

①
水
源
地
確
保
の
件

②
水
道
事
業
の
種
別
の
件

③
給
水
範
囲
及
び
給
水
人
口
の
件
（
空
港
及
び
関
連
、
家
庭
）

④
事
業
費
と
採
算
性
の
件

⑤
実
施
時
期

の
と
お
り
で
あ
る
。

丹
生
附
、
木
場
、
竹
山
）
、
一
二
縄
地
区
（
除
く
今
向
）

学
校
、
保
育
園

官

公

署

／

区
分
＿
一
般
住
民
空
港
空
港
乗
降
客

各
給
水
嵐
／
／
／

関

係

居

住

者

一
人
一
日
当
り

＿

ニ―一五
一

ヒ
0
_

-―一五

平
均
給
水
盤
¢

な
ど
を
検
討
の
う
え
計
画
を
作
成
し
た
。
そ
の
主
な
る
も
の
は
次

生活と水（飲料水）

日
第
一
次
基
本
計
画
（
昭
和

43
年
ー

47
年）
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第 4部 住民福祉編

源

起

債

一
町

昭
和
四
五
年
度
一

0
0
、
0
0
0

II

四

六

ク

八

0
、
0
0
0

計

ー
一
八

0
、
0
0
0

財 4
 
3
 

2
 

給
水
開
始
の
予
定
年
月
日

昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日

工
事
費
の
予
定
総
額
及
び
そ
の
予
定
財
源

一
人
一
日
当
り

一

最
大
給
水
星
¢

一
日
最
大
給
水

巌

nl

二

0
0

一
、
六

0
0

七三四、、、

ノヽ ニ ー

〇七二
三九四 1費

八八〇
七三四、、、

ノ ヽニニ—

〇七二
三九四

''" n
 

（
単
位
；
千
円
）

1
0
0
 

一
、
二
0
0

五
〇

八
〇

水
道
施
設
の
概
要

水
源
は
大
字
有
川
字
麦
牟
田
の
既
設
さ
く
井
並
び
に
字
溝

ロ

に
掘
さ
く
中
の
同
一
規
模
の
さ
く
井
と
両
井
を
使
用
す
る
も
の

と
し
、
既
設
井
敷
地
内
に
浄
水
池
を
設
け
、
両
井
よ
り
水
中

モ
ー
タ
ー
ポ

ソ
プ
で
導
水
す
る
。
浄
水
池
の
上
部
に
は
ポ
ソ
プ

室
を
建
築
し
、
送
水
ボ
ン

。フ
塩
素
滅
菌
機
、
配
電
盤
、
発
電
機

等
を
設
置
し
、
浄
化
池
に
て
塩
素
滅
菌
の
う
え
、
高
屋
山
陵
西

側
県
道
沿
い
の
配
水
池
ヘ
ボ
ソ
プ
送
水
し
、
新
空
港
を
始
め
町

内
給
水
区
域
へ
自
然
流
下
に
て
配
水
す
る
。
な
お
特
に
水
圧
の

高
い
地
域
四
カ
所
に
つ
い
て
は
減
圧
槽
を
設
け
て
減
圧
す
る
。

昭
和
四
十
六
年
度
分
11
一
年
措
置

二
九
年
償
還

昭
和
四
十
五
年
度
分
11
二
年
据
置

⑱
償
還
年
数

③利子年六分五厘

III 昭
年

和
＝ 丘,. 四 四
ノ．‘ 五
// : 度

金

八 ノ＼ 8 Q Q 
‘額

旦旦R 詞、J
借

政

府

‘’ 入
資

金
先

①
借
入
予
定
金
額
お
よ
び
借
入
先

7借入金の償還方法

悶
ク工 グェ — • 

港 贔係署‘

計 誓乗
降 >:国
客

給
ノ＼

ヽ ヽ ヽ 水
ノ．‘ 

旦§ 
人

＇ 旦 人口

給一
水人
擾一
- 日

五 合8 
最

こ e 大

給一
水日

ヽ

八0 〇二0 

ヽ
籠最

ノ＼ ノ‘
ノ＼ 8 大

゜
trt 

6
 一
般
住
民
及
び
空
港
関
係
居
住
者

給
水
量
の
算
出
根
拠

5

給
水
人
口

八

0
0
0
人

ニ
八
年
償
還
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ー

水
道
事
業
の
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由

溝
辺
町
上
水
道
は
、
当
初
当
町
大
字
有
川
字
麦
牟
田
に
さ
く

井
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
計
画
給
水
人
口
を
八

0
0
0人
、
一

日
最
大
給
水
量
を
二
八
八

0
立
方
屈
と
し
て
、
昭
和
四
十
七
年

度
か
ら
給
水
を
行
っ
て
き
た
が
、
当
町
十
三
塚
原
に
鹿
児
島
国

際
空
港
が
開
設
以
来
、
空
港
自
体
の
給
水
量
も
最
近
と
み
に
増

加
の
一
途
を
た
ど
り
、
こ
れ
に
併
せ
て
、
空
港
周
辺
に
は
、
ホ

テ
ル
、
ボ
ウ
リ
ソ
グ
場
、
そ
の
他
の
施
設
が
相
つ
い
で
建
設
さ

れ
つ
つ
あ
る
の
で
、
今
後
、
こ
の
地
帯
の
給
水
人
口
は
一
層
急

増
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
の
さ
く
井
の
み
の
水
掠
で
は
、
近
き
将

⇔

第

二

次

計

画

（

昭

和

47
年

i
4
9年）

以上の計画をもって昭和四十五年三月――-+―日知事の

認可を得、昭和四十五年十月着工した。

工事名溝辺町上水道創設工事

工事費一億八七六0万一―1000円

設計・工事施行者蛉有馬虎夫商店

完成年月日昭和四十六年十二月十日

給水開始昭和四十六年十二月十五日

(7) 昭 財 (6) (5) 源内 (4) (3) (2) (1) 

和 昭 と大既認
給 四 工 和給 し字有 水 給給給
水 ノ＼ 喜 四水 ‘ 可道 水水水
人 瓜源 十開 既川の施 量人区
ロ の 九始 設貫字施設 ロ域
及 予 年の 浄設の 変
び 五

起 定 四予 水水に概要 更変更 変
給 総 月定 池に就 な更
水

ヽ
額 一年 ま湧い しなな

量

旦
及 日月 で水て しし

の 債 び 日 ボをは
算 そ ソ確保 変

熾 町 の プ更
予 送しな

ノ＼
拠 九

費 定 水た しヽ
財 すの

五
源 るで今

も ‘回
ヽ
計 ＾ 翌 のこ新

でれた
ノ＼

．． あをに
九 ~ 両 る゚ 水町

生活と水（飲料水）

2
 来

限
度
に
逹
し
、
需
要
の
急
増
に
即
応
で
き
な
い
状
態
に
な
る

こ
と
が
明
白
と
な

っ
た
の
で
、
取
り
急
ぎ
新
た
に
当
町
大
字
有

川
字
貫
水
の
豊
富
な
湧
水
か
ら
取
水
す
る
こ
と
と
し
、
両
水
源

相
ま

っ
て
給
水
量
の
確
保
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第

一
次
計
画
の
変
更
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ー 3
 

伺

第

三
次

計

画

（昭
和

62
年
ー

63
年）

施
行

工
事
名
溝
辺
町
上
水
道
第

一
次
拡
張
工
事

工
事

費

五

―

二

八
万
九

0
0
0円

設
計
及
工
事
施
行
者

蛉
有
馬
虎
夫
商
店
ほ
か

一
社

完
成
年
月
日
昭
和
四
十
九
年
一
二
月
三
十

一
日

水道事業経営変更を必要とする理由

当上水道は昭和四十六年創設、昭和四十七年空港及び

周辺施設増加による給水量不足に伴い水源増補を行い、

昭 年 (8) 
③ ② 和 ① 

② 給 給① 大 償利 四 借借
蔵還 子 ノ＼ 入入 水水
省年 畠度 予金 量 人資 数年 定の の ロ
金 金 償 算ノ‘

金運 分 額還 出 変
用 お方 根 更
部 厘 五 よ法 拠 な
II び しヽ

旦

額 借 変
年

百
入 更

据 先 な
置 し

政 借

十
府年

塁
入

資

金 先

， 
第 水 一 計

日 人 画 区源
最 日 給

の 大 最
水

水 給 貪容
水 人
水

分源 盤 籠 是： ロ
m ， rr! nl e 人

即.. 

ノ゚O゚＼ 計西
ヽ ヽ ヽ

四 八 ノ＼
四 ノ＼ ノ＼ 旦
゜゜゜

変

更
四 四

丸計ヽ ヽ ヽ

゜

五 五三

゜゜

0 0 
゜゚〇 画

゜゜

0.0 

の
万
全
を
図
る
も
の
と
す
る
。

予
備
と
し
て
使
用
し
、
新
た
に
中
継
ボ
ソ
プ
場
を
設
置
し
て
給
水

導
水
管
の
老
化
現
象
を
考
慮
し
た
結
果
、
第
一
水
源
ボ
ン
プ
場
を

現
在
に
至
っ
て

い
る
が
、

そ
の
後
の
経
済
発
展
、
生
活
文
化
の
向

上、

空
港
乗
降
客
の
増
加
に
伴
い
使
用
水
量
が
増
加
し
、
特
に
高

地
区
は
給
水
不
足
を
来
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

今
回
新
た
に
取
水
量
を
増
加
し
て
送
水
施
設
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
高
地
区
の
給
水
量
不
足
の
解
消
の
た
め
、
高
地
区
に
配

水
池
を

一
池
設
置
し
給
水
量
の
確
保
を
図
る
も

の

で
あ

る
。
な

お
、
既
設
水
掠
の
水
量
激
減
、
導
水
管
の
老
化
現
象
に
よ
る
漏
水

な
ど
が
多
く
、
こ
の
た
め
に
現
在
の
深
井
戸
、
第
一
水
源
ボ
ン
。フ

場
は
予
備
と
し
て
新
た
に
第
二
水
源
の
取
水
量
の
増
加
、
送
水
ボ

ン
プ
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
高
地
区
配
水
池

へ
の
送
水
な
ど
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③
 

ニ
0
0認

――
1
0
0認

五
四
〇
拶

(
-―
1
00
認
X

・
八
倍
）

①
給
水
区
域
、
給
水
人
口
、
給
水
量

①

給
水
区
域
変
更
な
し

②

計
画
給
水
人
口
九
、

0
0
0人

0
七

0
人）

I 第 1

給
水
量

一
人

一
日
平
均
給
水
量

一
人

一
日
最
大
給
水
量

一
人
時
間
最
大
給
水
量

2

変
更
計
画 水

源

・m

（現
在
人
口
七
、

③
水
道
施
設
の
概
要

①

水
源
施
設
今
回
深
井
戸
一
井
は
予
備
と
し
、
第
二

水
源
（
誘
水
）
よ
り
四
五

0
0立
方
屈
／
日
取
水
す
る
。

②

尊
水
施
設
役
場
近
く
の
浄
水
場
は
予
備
と

し
、
新

た
に
接
合
井
横
に
送
水
ボ
ソ
プ
場
（
中
継
施
設
）
を
設

け
、
こ
こ
に
¢

―
二

五
X

四
五
葬
計
三
台

一
台
予
備
で

一
日
四
、
五
0
0立
方
屈
を
送
水
す
る
。

③

送
水
施
設
送
水
ポ
ン

。フ
場
（
中
継
施
設
）
よ
り
¢

ー
ニ
五

x
-―
―
七
葬
ボ
ン

プ
ニ
台
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
近
く
の
新
設
配
水
池
へ
送
水
し
、

一
部
は
こ
こ
よ

り
高
地
区
給
水
区
域
へ

、
他
は
既
設
配
水
池
へ
送
水
す

一
、
四
四

0
一

四
、
五

0
o¥
 

（
注
）
第
一
水
源
は
予
備
水
椋

(b) 

年
度

―起
仇

一そ
~

六

ニ

―

0
九
、
四

0
0一

九
0
0

六
三

―

―
四
八
、
六
0
0-
―
‘
1
0
0

計

二

五
八
、
0
0
0

二
、
0
0
0

伺

給

水

人
口
及
び
給
水
量
の
算
出
根
拠

①

給
水
人
口
給
水
人
口
は
県
の
総
合
計
画
な
ど
で
将

来
人

口
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
状
況
な
の
で
、
過
去

一

0
年
間
の
人
口
動
態
を
調
査
し
て
、
そ
の
結
果
増
減
率

に
よ
っ

て
給
水
区
域
の
将
来
人
口
を
算
出
す
る
。

固
現
在
給
水
区
域
内
人
口
七
、

0
七

0
人

（昭
和
六
十

一
年
十

二
月
末
）

過
去

一
0
年
間
の
人
口
増
加
率
算
出
表

の

二
六
0
、

0
00
1
 

一
四
九
、
七
0
0

―1
0、
三
0
0

き
U

（
単
位
こ
千
円
）

る
。
他
に
左
記
施
設
は
予
備
と
す
る
。

④

配
水
池
施
設
左
記
の
他
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ソ

ク
ー
近
く
に
新
設
配
水
池
容
量

一
、

0
0
0立
方
屈

一

池
を
築
造
し
高
地
区
へ
の
給
水
に
万
全
を
期
す
。

⑤

配
水
管
施
設
変
更
な
し

⑱

給

水

開
始
予
定
年
月
日
昭
和
六
十
――一
年
四
月

一
日

④
工
事
費
の
予
定
総
額
及
び
予
定
財
源

①

工
事
費
の
予
定
総
額
一
一
億
六

0
0
0
万
円

②

工
事
費
の
予
定
財
源
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等＇I 
区

計
般

住

署 民
分

計

丸 喜ヽ ヽ

五 七

旦

水

ノ‘ 旦
人

旦
人口

応
二 水一

8 R 
量日

立
¢最

水一
四 蓋日
ヽ ヽ ヽ 最
五 一六七 畠
合五四 0゚六四

0
0
0人

似過去十年間の人口動態に見られるとおり増

の傾向にあり、目標年次を十年後の乎成七年
度とする。

⑭普及率一00宕
伺計画給水人口九、

②計画給水量

六六五五五五 五五五五年度
-0九八七六五四 三二

年

度
七六六 六六六 六五五五

末、、、、、 、、 、、、

〇 九八 六七 四一八五 ニ 人
七九八九〇ー五二五八 ロ
〇＝一五九一六〇＝五

、増

-- --~--
減

● ヤ， ー ~

六一八一九五主六六
七一六四七六六七八 --

増

減

〇ーニ〇四三五四四. . . . . . . . . 率
九六七 二四九 四八八 § 
四 00- —九五――

合
簡易水道

石下竹別生丹竹
原石山府子

計
水道峰水道水道水附木道水

道場

地//// // // // 湧 水

下

水 水 源

給

水
-ノ~‘ 人

四七ー五ーニ
員

六八九o--::::::
普

及

九 率
ノ＼

五
§ 

3
 

詞
年
度
別
事
業
推
移

施
行

工
事
名
溝
辺
町
上
水
道
第
二
次
拡
張
工
事

工
事
費

二
億
四

0
八
六
万
円

設
計
及
び
工
事
施
行
者
跨
三
和
興
業
ほ
か
一
社

完
成
年
月
日
平
成
元
年
三
月
―
―
-
+
―
日
（
予
定
）

町
上
水
道
事
業
は
、
町
の
発
展
と
と
も
に
事
業
量
も
年
々
増
大

し
て
い
る
が
、
年
度
別
事
業
内
容
は
第
119
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
六
十
一
年
度
現
在
の
水
道
普
及
率
は
次
の
と
お
り
。

飲
料
水
水
道
普
及
率
（
昭
和
六
十

一
年
度）
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第
119
表
年
度
別
事
業
内
容

（姿ナをg）姿7定ぜ

文38

醤N撼

項
目

年
度

4
6
 

47 
48 

49 
50 

51 
52 

5
3
 

，
 行
政
区
域
内
人
口
（人）

6,441 
6
,
5
5
2
 
6
,
7
0
2
 
7,076 

6,870 
7,ll5 

7,236 
7,321 

給
水
区
域
内
人
口
（人）

4,930 
5
,
0
8
0
 
4,130 

4
,
4
5
8
 
4
,
4
5
8
 
5
,
0
6
5
 
5
,5
7
9
 
5
,
7
1
2
 

給普
水

人
ロ
（人）

2
,
5
0
0
 
3
,
7
0
0
 
3,820 

4,071 
4,235 

4
,
9
0
3
 
5
,
2
8
5
 
5
,
5
2
6
 

及
率
(
%
)
 
3
8
.
8
 
5
6
.
5
 
57.0 

57.5 
61. 6
 
6
8
.
9
 
73
.0
 
7
5
.
4
 

給
水

並日
及
率
（％） 

50. 7
 
72
.8
 
9
2
.
5
 
91. 3
 
95.0 

9
6
.8
 
94. 7
 
96. 7
 

公
称
施
設
能
カ
（
面
/
13
)
2
.
8
8
0
 
2
,
8
8
0
 
2
,
8
8
0
 
2
,
8
8
0
 
2
,
8
8
0
 
2
,
8
8
0
 
2
,
8
8
0
 
2
.
8
8
0
 

年
問
配
水
贔
(
n
l
/
日）
2
4
,
1
4
0
 
2
9
9
,
8
4
4
 
3
9
7
,
3
9
0
 
4
7
3
,
2
7
8
 
510,185 

5
5
0
,
8
5
6
 
5
9
2
,
9
4
1
 
6
7
5
,
9
4
0
 

年
間
給
水
量
(
n
l
/
日）
23.
4
16 
2
1
5
,8
8
8
 
3
6
5
,
5
9
9
 
416,485 

489,972 
5
2
8
,
8
4
3
 
5
6
2
,
2
2
4
 
6
4
8
,
9
0
3
 

年
間
有
収
水
蘇
率
(
%
)
 

97 
72 

92 
8
8
 

9
6
 

96 
96 

96 

1
 
日
最
大
給
水
量
(
m
'
/
日）

400 
1,075 

1,440 
1. 
440 

1. 
440 

1
,
8
3
8
 
1,897 

2
,
1
6
4
 

1
 
日
平
均
給
水
量
（
吋
／
日
）

300 
8
1
9
 
1. 
0
8
7
 
1. 
2
9
5
 
1. 
397 

1. 
4
4
8
 
1. 
624 
1,849 

1
人
1
日
最
大
給
水
贔
CR
/
人
／
日
）

160 
2
9
0
 
377 

353 
340 

374 
358 

3
9
2
 

1
人
1
日
平
均
給
水
量
(
f
/人
/
1
3
)

120 
221 

2
8
5
 
331 

3
0
6
 
3
0
7
 
306 

3
3
5
 

,
 

給
水

原
価
（円
/
n
l
)

426 
9
8
 

78 
90 

68 
1
0
8
 
133 

97 

供
給

単
価
（円
/
nl
)

45 
44 

51 
75 

7] 
84 

8
6
 

収
益
＾
 

ロ

計
（千円）

15
,2
0
8
 
2
4
,
4
5
5
 
34,017 I
 3
9,826 

4
0
,
7
4
6
 
5
1
,
0
6
0
 
75,361 

7
3
,
4
5
9
 

費
用

ムロ
計
（千円）

13,319 
2
3
,
5
7
6
 
2
9
,
6
2
4
 
3
8
,
9
3
6
 
36,894 

5
7
,
2
6
8
 
75,775 

6
3
,
0
3
2
 

当
年
度
純
利
益
（千円）

1
,
8
8
9
 
8
7
9
 
4,393 

8
9
0
 
3
,
8
5
2
 
△
 6
,2
0
8
 
△
 
414 
1
0
,
4
2
7
 



口
年度

-
-

-
-
-
-
-
-
-

行
政
区
域
内
人
口
（人）

給
水
区
域
内
人
口
（
人
）

給
水
人
口
（
人
）

普
及
率
(
%
)

給
水
普
及
率
(
%
)

公
称
施
設
能
力
(rr!/
日）

年
間
配
水
量
(rr!/
日）

年
間
給
水
量
(
n
l
/
日）

年
間
有
収
水
是
率
(
%
)

1
日
最
大
給
水
量
(rr!/
日）

1
日
平
均
給
水
量
(
rr!/
日）

1
人
1
日
最
大
給
水
盤
(
e
/人
／
日
）

1
人
1
日
平
均
給
水
籠
(
e
/人
／
日
）

給
水
原

価
（円
/
nl
)

供
給
単
価
（円
/
nl
)

5
4
 

5
5
 

5
6
 

―ー一

7
,
4
0
3
 

6
,
0
1
6
 

5
,
8
2
0
 

78.6 

96. 7
 

2
,
8
8
0
 

7
1
9
,
5
8
0
 

6
9
0
,
8
1
4
 

96 

2
,
4
6
0
 

1,970 

4
2
3
 

3
3
8
 

74 

8
7
 

7
,
3
8
8
 

6,314 

6
,
1
5
6
 

8
3
.
3
 

9
7
.5
 

2
,
8
8
0
 

731. 0
6
9
 

701. 8
2
6
 

9
6
 

2
,
6
2
0
 

2
,
0
8
5
 

4
2
6
 

33
9
 

93 

8
8
 

7
,5
7
7
 

6
,
4
1
2
 

6
,
4
0
0
 

8
4
.4 

9
9
.
8
 

2
,
8
8
0
 

831, 9
2
3
 

7
4
8
,
7
3
1
 

9
0
 

2
,5
6
6
 

1. 
6
8
9
 

401 

2
6
4
 

9
6
 

101 

5
7
 

7
,
6
8
5
 

6
,
7
6
2
 

6
,
6
5
2
 

8
6
.
5
 

9
8
.3 

2
,
8
8
0
 

8
4
5
.
4
9
0
 

782,101 

9
2
 

2
,
6
9
4
 

1. 
7
7
6
 

4
0
5
 

2
6
7
 

8
7
 

104 

5
8
 

7
,
8
0
0
 

6,864 

6,753 

8
6
.5
 

9
8
.
5
 

2
,
8
8
0
 

8
7
4
,
5
0
4
 

8
0
2
,
2
9
8
 

91 

2
,
7
5
5
 

1
,
8
1
6
 

4
0
8
 

2
6
9
 

87 

103 

7
,
8
1
0
 

6
,
8
8
1
 

6
,
7
7
0
 

8
6
.
6
 

9
8
.
3
 

2
,
8
8
0
 

9
1
3
,
7
3
3
 

8
2
6
,
8
6
0
 

9
0
 

2
,
7
7
5
 

1
,
8
2
7
 

4
1
0
 

2
7
0
 

8
9
 

101 

8
,
0
3
4
 

7,070 

6
,
9
5
6
 

86.5 

9
8
.
4
 

2
,
8
8
0
 

9
5
5
,9
5
9
 

8
5
0
,
2
0
1
 

8
9
 

2
,
8
8
0
 

1. 
8
9
8
 

4
1
4
 

2
7
3
 

8
7
 

9
9
 

譴志要出出

収費当
度

益用

年
利

合合

屯 魚

--

計
（千
円
）

計
（千円）

益
（千
円
）

6
2
,
9
9
4
 

5
1
,
0
0
9
 

11, 9
8
5
 

6
9
,
7
0
6
 

65,491 

4
,
2
1
5
 

83. 0
8
9
 I
 

7
2
,
1
7
6
 

1
0
,
9
1
3
 

8
5
,
6
0
1
 

6
8
,
5
6
5
 

1
7
,
0
3
6
 

8
8
,
0
5
3
 

7
2
,
5
5
8
 

15,495 

5
9
 

6
0
 

7
,
8
9
5
 

6
,
9
9
3
 

6,881 

87.1 

98.4 

2
,
8
8
0
 

9
7
3
,
2
5
0
 

8
3
7
,
5
0
8
 

86 

2
,8
4
8
 

1. 
8
7
8
 

414 

2
7
3
 

9
2
 

1
0
0
 

8
7
,9
1
2
 

73,691 

14,221 

8
7
,
1
0
8
 

77,591 

9
,
5
1
7
 

61 

8
8
,
6
3
9
 

7
4
,
3
7
5
 

14
,2
6
4
 

（注）
年
間
配
水
紐
は
63
年
度
llOO
万、
64
年
度
1150
万、
65
年
度
1200
万
,ri'と
推
定
さ
れ
る
。

活t蒜
SSE 



第 3章 医療 ・保健

溝
辺
町
に
お
け
る
住
民
の
健
康
度
は
、
疾
病
の
内
容
医
療
費
の

推
移
か
ら
推
察
さ
れ
る
。
疾
病
の
分
類
は
、
国
民
健
康
保
険
か
ら

の
資
料
に
よ
る
と
、
循
環
器
系
疾
患
が
多
く
、
特
に
高
血
圧
性
疾

患
が
顕
著
で
あ
る
。
受
診
率
も
昭
和
五
十
八
年
四
八
貯
に
対
し
昭

和
六
十
二
年
は
五
二
町
と
な
っ
て

い
る
。
国
民
健
康
保
険
の
医
療

費
も
年
々
増
加
し
て
お
り
（
第
120
表）
、
と
く
に
老
人
医
療
費
は
第

121
表
の
よ
う
に

七

0
歳
以
上
の
老
人
に
対
す
る
医
療
費
が
年
々
増

加
の
傾
向
に
あ
る
。

な
お
、
町
内
の
医
療
機
関
は
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

日
第
三
章

医
療

・
保
健

疾
病
と
医
療

医
療
の
状
況

一
院
長
名
開
設
年
月
且
診
療
科
目
一
所

在

地

内
、
小
児
麓

科

一
0
0九

徳

永

医

院

徳

永

千

秋

昭

18.
4
.
15
内、

小
児

有

川

科

五

0
六

内
、
小
児
、
有
川

佐
藤
医
院

ー佐

藤

山

人

昭

27.
3
.
2
外

科

八

一

六

壱
岐
医
院
壱
岐
又
三
郎
昭
37.
4
.
1
外
、
小
児
、
有
川

内
科

三
ニ
―

吉
雄
昭
37
.
5
.
1

有
川
二
＼

＼
ー一

高
久
昭
5
7
.
6
.
1
歯
科

ノ
ノ

麓八
五
五
の
一

町
民
の
健
康
診
査

成
人
病
予
防
及
び
七

0
歳
以
上

の
老
人
に
対
す
る
医
療
を
含
め

た
老
人
保
健
法
が
昭
和
五
十
八
年
二
月
か
ら
施
行
、
保
健
事
業
と

老
人
医
療
の
給
付
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
制
度
に
よ
る
成

人
病
予
防
と
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
四

0
歳
以
上
の
者
に
対
し
、

健
康
手
帳
の
交
付
、
健
康
教
育
、
健
康
相
談
、
健

康

診

査
、
医

療
、
機
能
訓
練
、
訪
問
指
導
な
ど
実
施
し
て
い
る
。
健
康
を
保
持

す
る
た
め
に
は
健
康
診
査
が
効
果
的
で
、
早
期
発
見

・
早
期
治
療

ー

口

保

健

施

策

松
元
医
院

鬼
丸
歯
科

医
院
重
久
歯
科

医
院

重
久
鬼
丸
松
元

清
孝
＿昭
59.
4
.
2
＿歯
科
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第 4部住民福祉編

第120表 国民健康保険医療費の状況

~53年度 I 54年度 55年度 56年 度 57年 度

被保険 者 数 4,425 4,386 4,360 4,341 4,367 

世 佃市 数 1,430 1,436 1,461 1,481 1. 536 

医 療 費 （千円） 268,783 313,691 347,896 378,271 384,920 

1人当 り医療費 （円） 60,742 71. 521 79,793 87,139 89,830 

入 院 （件数） 610 742 783 891 818 

入 院 外 （件数） 19,190 19,768 20,426 20,635 20,914 

歯 科 （件数） 2,482 2,599 2,784 3.187 2.886 

調 剤 （件数）

-------------区分 -------年度 58年度 59年度 60年 度 61年 度 62年度

被 保険 者 数 4,309 4,290 4,244 4,205 4,168 

世 帯 数 1. 528 1,524 1,530 1,537 1,539 

医 療 費 （千円） 290,916 319,438 327,197 387,766 

1人当 り医療費（円） 76,236 84,822 88,432 91,613 106,705 

入 院 （件数） 591 719 730 724 819 

入 院 外 （件数） 16,399 16,297 16,579 16,474 17,322 

歯 科 （件数） 2,846 2,8ll 2,696 2,682 2,683 

調 剤 （件数） 538 577 896 1,061 

第121表 老人医療費の状況

58年度 59年度 60年 度 61年 度 1 62年度

老 人 数（人） 661 726 766 748 750 

老人医療給費（千円） 254,687 233,273 271. 815 286,404 325,136 

1人当医療費（千円） 385 321 355 383 434 

入 院（件） 501 508 602 582 671 

通 院（件） 6,694 6,806 7,139 7,316 7,474 
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第 3章 医療 ・保娃

第122表 老人保健事業のあゆみ

（昭和63年2月現在）

； 
育

回数

延受講人員

談

健康教

58年度

6 

253 

59年度

15 

686 

60年度

34 

1. 051 

61年度

28 

1. 005 

62年度

50 

1,179 

健康相

回数

延受講人員

健康

訪問

壱
珍 査

一般検診

精密 診 査

胃がん検診

子宮がん検診
(30~39歳を含む）

指導

回

延

34 

288 

1.089人 1,164人
43. 6% 51. 1% 
.................................. 

209人 149人
83. 6% 82. 3% 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

236人 427人 573人 479人
9. 4% 17. 1% 22. 9% 21. 0% 

;~~; f··········~·~·~ 人;~~人;・;;人
9. 1/o 6. 5% 14. 5% 15. 3% 

数 77 244 614 717 

日数 39 122 307 358 

15 

120 

444人
17.8% 

157人
62.8% 

32 

389 

646人
25.8% 

187人
74.8% 

45 

769 

47 

1. 287 

1. 144人
50.2% 
............ 

104人
75.8% 
・・ ・・・・・・・・・ ・

464人
20.4% 
............ 

364人
18. 7% 

586 

299 

は
健
康
管
理
の
基
本
で
あ
る
。
な
お
、
近
年
の
老

人
保
健
事
業
の
あ
ゆ
み
は
第
122
表
の
と
お
り
。

2

「
健
康
の
町
み
ぞ
ぺ
を
つ
く
る
推
進
協
議
会
」

の
結
成
と
「
増
健
の
日
」
の
制
定

昭
和
五
十
八
年
四
月

一
日
町
民
運
動
と
し
て
町

民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
「
健
康
の
町
み
ぞ
ベ

を
つ
く
る
推
進
協
議
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
し

て
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
で
、
そ
の
健
康
の
輪
を

家
庭
に
職
場
に

ひ
ろ
げ
る
た
め
、
昭
和
五
十
八
年

十
月
十
日
体
育
の
日
に
町
民
体
育
祭
の
場
で
、
毎

月
第
三
日
曜
日
を
「
増
健
の
日
」
と
定
め
る
こ
と

を
決
め
、
町
民
運
動
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
と

し、

「
増
健
の
町
み
ぞ
べ
」

を
宣
言
し
た
。

〔
宜
言
〕

社
会
経
済
文
化
の
著
し
い
発
展
に

伴
い
、
地
域
住
民
の
生
活
水
準
は
向
上
し
生

活
は
多
様
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
生
活
環

境
の
な
か
で
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
驚
異
的

に
延
び
て
い
る
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
医
療
水

準
が
高
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

し
た

が
っ
て
保
健
医
療
の
需
要
は
年
々
増
大
し
、
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健
康
の
町
「
み
そ
べ
」
を
つ
く
る
推
進
組
織
図

溝
辺
町

定
義

rl
健
康
づ
く
り
の

姶
良
郡
医
師
会
溝
辺
ll!J
・
文
部

健
康
と
は
病
気
や
虚
弱
の
み
で
な
く
、
肉

基
盤
整
備

健
溝
辺
町
農
業
協
同
組
合

体
的
・
粘
神
的
・
又
は
経
済
的
に
健
や
か
で

康
加
治
木
保
健
所

明
る
＜
良
好
な
状
態
で
あ
る
こ
と
。

の
加
治
木
農
業
改
良
普
及
所

町
溝
辺
町
社
会
福
祉
協
議
会

H
健
康
づ
く
り
の

目
的

-
,
 

啓
も
う
普
及

みぞ
個
人
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
連
帯
の
な
か

ベ
炉ロ
,,
 
健

で
生
涯
を
通
じ
心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
へ

L... 

の
理
解
と
も
、
欲
を
翡
め
る
。

の
を

促
巡

H
健
康
の
た
め
の

つ＜
 

施
,fl<-.,, 

環
境
づ
く
り

る推
溝
辺
町
サ
ン
ラ
イ
フ
推
進
協
議
会

(
1
)
健
康
は
人
生
の
基
礎
で
あ
リ
、
最
高

進
の
目
的
で
も
あ
る
の
で
町
民
総
ぐ
る
み

協
溝
辺
町
結
核
成
人
病
予
防
婦
人
会

の
体
制
づ
く
リ
を
す
す
め
る
。

議
溝
辺
町
民
生
委
員
協
議
会

(
2
)
屎
純
の
日
設
定
H
生
涯
を
通
じ
る

ムユ
溝
辺
町
栄
従
改
善
推
進
協
議
会

健
康
の
増
進
と
意
識
の
向
上
の
た
め

健
康
づ
く
り
の
推
進

i
 
E,
 

鼻
辺
町
太
陽
の
子
推
進
員

に
特
定
の
日
を
設
け
て
健
康
に
対
す
る

溝
辺
町
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

認
識
と
決
意
を
新
た
に
す
る
。

廼
(
3
)
健
診
へ
の
梢
極
的
参
加

咀
農
業
者
健
康
つ
く
り
事
業
推
進
会
議

(
4
)
学
校
・
地
域
が
行
う
体
力
づ
く
り
の

#:! 
溝
辺
町
農
業
協
同
組
合
健
康
岱
理
委
員
会

方
策
を
具
体
的
に
推
進
す
る
。

ロ
生
活
の
中
の
I
 

距〇~
(
5
)
健
康
の
た
め
の
安
全
と
環
境
づ
〈
り

含
体
力
づ
く
り

... 
を
地
区
こ
と
に
話
し
あ
い
を
推
進
す
る
。

゜
渫



第 3章 医療 ・保他

ま
た
人
口
の
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
成
人
病
も
増
加
し
て
い

る
。こ

の
こ
と
か
ら

W
H
o
（
世
界
保
健
機
構
）
の
健
康
の
定

義
に
基
づ
き
、
健
康
の
保
持

・
増
進
、
病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
た
め
関
係
機
関
、
団
体
の
協
力
を
得
て
、
生
涯

的
な
健
康
に
対
す
る
思
想
、
教
育
、
各
種
検
診
に
よ
る
健
康

づ
く
り
に
、
老
年
の
知
恵
、
壮
年
の
創
造
と
活
力
、

若
人
の

情
熱
を
基
礎
と
し
て
の
自
力
と
連
帯
の
環
境
づ
く
り
に
、
町

民
一
人
一
人
が
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
に

「第
ニ

―
回
溝
辺
町
町
民
体
育
大
会
」
の
開
催
に

あ
た
り
、
町
民

一
人
一
人
が
社
会
連
帯
惑
に
あ
ふ
れ
、
明
る

く
平
和
な
、
そ
う
し
て
家
庭
的
溝
辺
町
を
築
く
た
め
、
毎
月

第
三
日
曜
日
を
「
溝
辺
町
増
健
の
日
」
と
定
め
る
こ
と
を
宜

言
す
る
。

昭
和
五
十
八
年
十
月
十
日

健
康
の
町
「
み
ぞ
べ
」
を
つ
く
る
推
進
協
議
会

溝
辺
町
医
師
会
は
町
民
の
健
康
に
関
す
る
認
識
を
な
お
、
高
め

る
た
め
横
極
的
に
増
健
講
話
を
行
っ
て
い
る
。

全
国
の
状
況

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
明
治
、
大
正
を
通
じ
て
低
い
水
準
に

あ
っ
た
。
昭
和
期
に
入
る
と
延
び
は
じ
め
、
戦
前
に
作
成
さ
れ
た

最
後
の
生
命
表
で
あ
る
第
六
回
生
命
表
（
昭
和
十
年

・
十
一
年
）

に
よ
る
と
男
四
六

・
九
二
年
、
女
四
九

・
六
三
年
で
あ
っ
た
が
、

昭
和
二
十
二
年
の
臨
時
国
勢
調
査
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
第
八
回

生
命
表
で
は
、
男
五

O
・O
六
年
、
女
五
三

・
九
六
年
と
男
女
と

も
五

0
年
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
五
年
か
ら
二
十

七
年
ま
で
の
間
は
、
男
女
と
も
平
均
寿
命
は
毎
年
一
年
以
上
と
い

う
大
幅
な
延
び
を
み
せ
、
こ

の
間
の
昭
和
二
十
五
年
に
女
の
平
均

寿
命
が
六

0
年
を
超
え
、
男
も
昭
和
二
十
六
年
に
六

0
年
を
超
え

'
J
O
 

t
 以来
、
平
均
寿
命
の
延
び
は
多
少
ゆ
る
や
か
に
な
っ
た
も
の
の

昭
和
三
十
一
年
、
三
十
二
年
を
除
い
て
は
着
実
に
改
菩
を
重
ね
、

昭
和
三
十
四
年
に
は
男
が
六
五
年
を
超
え
、
昭
和
三
十
五
年
に
女

が
七

0
年
を
超
え
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
四
十
六
年
に
は
男
七
〇

年
、
女
七
五
年
を
超
え
た
。
そ
の
後
も
平
均
寿
命
の
延
び
は
続
い

H 

平

均

余

命
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第
123
表
平
均
寿
命
の
推
移

男
女

醍志庭出と

一沖

92611530676658940231893595338976136678184893は
硲

乳仕乃紐盟靡琵盟盟聾闊誓凶年

ー一

147
一府
昭

4515817 
00 6359765920483③ 

7390131571716943722572 
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第 3章 医療・保健

業 昭
和
六
十
二
年
に
発
表
さ
れ
た
平
均
余
命
を
み
る
と
、
昭
和
六

十
一
年
で
男
七
五
・
ニ
三
年
、
女
八

0
・
九
三
年
と
、
は
じ
め
て

男
も
七
五
年
を
超
え
た
。
溝
辺
町
も
長
寿
者
は
年
々
増
加
し
、
九

0
歳
以
上
は
昭
和
五
十

一
年
の
一

0
人
、
昭
和
六
十
二
年
は
一
九

人
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
六
十
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
八
〇

歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
一
九
九
人
で
ニ
・
五
三
町
で
あ
る
。

わ
が
溝
辺
町
は
高
齢
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
を
と
り
入
れ

安
定
し
た
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
め
ざ
し
て
い
る
。

ヘ
ル
ス
（
健
康
）

。ハ
イ
オ
ニ
ア

町
民
の
健
康
保
持
は
、
町
民
の
医
療
費
に
直
接
影
響
す
る
。
溝

辺
町
の
国
民
健
康
保
険
は
順
調
な
経
営
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
こ

こ
数
年
医
療
費
に
つ
い
て
全
国
水
準
に
近
づ
き
、
経
営
は
む
ず
か

し
く
な
っ
て
含
た
。
国
民
健
康
保
険
の
主
体
は
医
療
費
の
給
付
で

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
と
き
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
と
し
て
の
保

健
事
業
を
と
り
こ
ん
だ
事
業
を
行
い
、
医
療
費
の
抑
制
を
は
か
る

ー

に

溝
辺
町
の
状
況

（
先
駆
）

タ
ウ
ン

（町）

事

で
前
年
に
比
べ
0
•

四
五
年
の
延
び
を
示
し
た
。
男
女
の
平
均
寿

命
差
は
、
五
・
七

0
年
で
前
年
と
同

一
で
あ
る
。

必
要
が
あ
り
、
本
事
業
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
昭
和
六
十
四
年
度
ま
で
一
ニ
カ
年
計
画
に

も
と
づ
き

「健
康
の
町
み
ぞ
べ
、
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ソ
」
に
よ
り
保
健

施
設
事
業
を
し
て
い
る
。
主
な
事
業
内
容
は
次
の
と
お
り
。

0
ヘ
ル
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
設
置

健
康
図
書
館

〇
健
康
教
育
と
健
康
指
導

医
師
と
語
ろ
う
健
康
づ
く
り
、
学
校
保
健
健
康
講
座
、
健

康
な
人
で
も
相
談
、
増
健
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、
高
齢
者
の

健
康
教
室

0
趣
旨
の
普
及
と
広
報

広
報
紙
の
発
行
、
健
康
づ
く
り
趣
旨
普
及
品
の
配
布
、
健

康
家
庭
の
表
彰

0
体
力
づ
く
り

紙
上
完
歩
大
会
、
健
康
づ
く
り
運
動
会
、
な
わ
と
び
運

動
、
カ
ロ
リ
l
'

消
費
運
動

0
増
健
運
動

「
増
健
の
日
」
の
推
進
、
健
康
に
関
す
る
作
文
・
標
語
の

ふ
る
さ
と
祭
「
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
」
の
設
置

募
集
と
表
彰
、

〇
健
康
診
断
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四

0
歳
ミ
ニ
人
問
ド
ッ
ク

食
生
活
改
善
推
進
員

昭
和
四
十
六
年
七
月
溝
辺
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
が
設
置

さ
れ
、
心
身
と
も
に
健
康
で
太
陽
の
よ
う
に
活
力
に
満
ち
、
い
つ

ま
で
も
幸
せ
で
長
生
き
で
き
る
郷
土
づ
く
り
を
す
す
め
る
な
ど
活

動
を
推
進
し
て
き
た
。

昭
和
五
十
―
―
一
年
に
は
サ
ン
ラ
イ
フ
運
動
も
推
進
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
は
「
栄
養
改
善
推
進
員
」
と
称
し
、
推
進

員
八
名
で
、
専
ら
農
村
地
帯
に
お
け
る
栄
握
改
善
を
目
的
と
し
、

高
血
圧
、
貧
血
、
肥
満
、
糖
尿
病
な
ど
の
食
生
活
の
あ
り
方
な
ど

指
導
活
動
を
し
て
き
た
。
昭
和
五
十
八
年
に
は
、
加
治
木
保
健
所

管
内
で
、
栄
養
改
善
推
進
員
養
成
課
程
教
室
が
開
設
さ
れ
、
溝
辺

町
か
ら
は

一
0
名
が
参
加
し
た
。
昭
和
六
十
一
年
か
ら
名
称
が
食

生
活
改
善
推
進
員
と
改
め
ら
れ
た
。

飽
食
時
代
と
な
っ
た
今
、
食
生
活
に
対
す
る
学
習
と
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
、
よ
い
食
事
の
バ
タ
ー
ン
が
す
べ
て
の
人
に
浸
透

す
る
よ
う
、
自
主
的
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
昭
和
六
十
―
―
一
年
か
ら

は
、
食
生
活
改
善
と
あ
わ
せ
、
摂
取
す
る
カ
ロ
リ
ー
消
費
の
た
め

の
運
動
を
と
り
入
れ
た
「
チ
ャ
レ
ソ
ヂ
―
―10
0
カ
ロ
リ
ー
」
も
推

進
し
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
役
で
あ
る
。

2
 

3
 本

格
的
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
そ
な
え
、
こ
れ
に
対
応
す
る
に

〇
食
生
活
推
進
員
協
議
会
役
員
及
び
推
進
員
数

増健補導員

63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 年
度

東東東前 前上上竹竹前 烏岩野野野野烏 ム云
郷郷郷田田田田ノノ田丸元間問間間丸

橋橋内内 ロロ
信信 テテ信敏里 タタフ

瞳瞳瞳 治治ルル 智智ママ
子子子子子子子子江 子子ヂ 長

山山 山 有有烏烏有有杉有烏有有烏烏野 副
下下下馬馬丸丸馬 馬 山馬丸馬馬丸丸間

ロ 会
ェミ ェミ ニミ 美智美智敏敏美智智美睦美智敏美智美智敏敏マ夕

子子子子子子子子子子子子子子子子子 長

.'.  . . . . . . '' . 星
四四七八八五五四ニー一〇七七九九八 員
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補導員氏名

自治公民館 59 年度 60 年度 61 年度 62 年 度 63 年 度

瀬 竹野問勝子 野元勝子 野元勝子 小野教子 小野教子

下有川切門 森田ミヨ子 森田ミヨ子 森田ミヨ子 森田 ミヨ子 森田 ミヨ子

石 原 春田紀代子 春田紀代子 春田紀代子 村田鈴子 村田鈴子

上石原 黒木芳子 黒木芳子 黒木芳子 久保東洋子 野問ロキリ

永 尾 野間トキ子 野問トキ子 野間トキ子 中川 美智子 中川 美智子

苗曰 我 黒田ヒサエ 宗像久子 宗像久子 沼口 由美子 沼口 由美子

据石岡 藤沢律子 藤沢律子 藤沢律子 神田智子 神田智子

稲 荷 久木田文子 久木田文子 久木田文子 田上八重子 田上八重子

宮 久 松山喜久子 松山喜久子 松山喜久子 仮屋園恵美子 仮屋園恵子

宮 川 内 別府ヤス子 別府ヤス子 別府ヤス子 岩切裕子 岩切裕子

縄 追鳥洋子 追鳥 洋子 追鳥洋子 追鳥 洋子 追鳥洋子

陵 北 岩下 徳 岩下 徳 岩下 徳 岩下 徳 岩下 徳

金 割 吉岡恵子 吉岡恵子 吉岡恵子 山北 昌子 飯野美恵子

水尻横頭 宗像アキヱ 宗像アキヱ 宗像アキヱ 重森広子 重森広子

大 川 内岡 岩元フヂ子 岩元フヂ子 岩元フヂ子 福永 ミチ子 福永 ミチ子

石 峰 有村カヨ 有村カヨ 有村カヨ 住吉 雪 子 住吉雪子

鍋麓原 満塩清子 満塩清子 満塩清子 山下ヒ メ 山下ヒ メ

玉 利 山下ミヱ子 山下ミヱ子 山下ミヱ子 山下 ミヱ子 山下 ミエ子

論 地 今吉玉子 今吉玉子 今吉玉子 今吉玉子 今吉玉子

陵 南 日高カズ子 日高カズ子 日高カズ子 日高 カズ子 日高 カズ子

西 原 野村文子 野村文子 野村文子 市来順子 市来順子

十三塚 山下 栄 山下 栄 山下 栄 馬場すぎ子 馬場すぎ子

桑 坂 大野ヒサ子 大野ヒサ子 大野ヒサ子 大野ヒサ子 大野 ヒサ子
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は
、
国

の
施
策
と
と
も
に
、
町
独
自
の
方
策
に
よ
り
町
民
の
健
康

を
保
持
し
、
特
に
成
人
病
の
予
防
、
母
子
保
健
、
結
核
予
防、

感

染
予
防
な
ど
推
進
す
る
た
め
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
増
健
補
導
員

が
設
骰
さ
れ
た
。

増
健
補
導
員
は
、
自
治
公
民
館
ご
と
に

一
名
を
館
長
よ
り
推
薦

を
う
け
町
長
が
委
嘱
、
毎
月
定
例
会
を
開
催
、
研
修
と
地
域
住
民

に
対
す
る
啓
発
を
行
い
、
増
健
運
動
の
先
駆
者
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
。

歯
科
診
療
所

行
政
に
お
け
る
主
要
な
施
策
の
中
で
、
住
民
の
健
康
対
策
は
重

大
な
柱
で
あ
ろ
う
。
健
康
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
疾
病
の

予
防
に
始
ま
る
。
近
年
は
疾
病
の
予
防
か
ら
「
増
健
」

す
な
わ
ち

健
康
の
増
進
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
い
ざ
病
気

に
な

っ
た
場
合
の
措
置
は
、
早
期
発
見

・
早
期
治
療
が
最
良
の
手

段
で
あ
ろ
う
。

第
二
次
大
戦
後
、
本
町
に
は
、
桑
幡

・
春
日
両
歯
科
医
院
が
開

業
し
て
い
た
が
、
桑
幡
医
師
の
転
出
、
春
日
医
師
の
死
去
に
よ

り
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら
は
、
町
内
に
歯
科
医
ゼ
ロ
の
状
態
が
続

き
、
学
校
歯
科
医
は
も
ち
ろ
ん
、

一
般
住
民
は
他
町
の
歯
科
医
に

依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
あ

っ
た
。
ち
な
み
に
鹿
児
島

空
港
が
本
町
に
開
港
さ
れ
る
時
点
で
、
関
係
者
か
ら
強
く
要
望
さ

れ
た
事
項
の
う
ち
、
空
港
ビ
ル
近
く
に
歯
科
医
設
置
を
望
む
声
も

大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
町
及
び
町
議
会
は

一
体
と
な
り
、

県

・
郡
歯
科
医
師
会
に
開
業
医
の
誘
致
を
要
望
す
る
な
ど
、
各
方

面
へ
陳
情
を
繰
り
返
し
て
き
た
が
、
当
時
（
昭
和
四
十
九
年
！
五

十
年
）
の
状
況
か
ら
、
個
人
開
業
医
の
誘
致
は
困
難
で
あ
る
と

の

判
断
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
町
で
歯
科
診

療
所
を
設
置
し
、
鹿
児
島
大
学
か
ら
歯
科
医
の
派
遣
方
法
を
検
討

す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

五
十

一
年
に
入
り
、
県
内
で
鹿
児
島
大
学
か
ら
歯
科
医
の
派
遣

を
受
け
、
町
立
診
療
所
を
設
置
し
て
い
る
川
辺
郡
坊
津
町、

大
島

郡
龍
郷
町
の
状
況
を
研
修
す
る
か
た
わ
ら
、
麓
論
地
出
身
で
鹿
児

島
大
学
病
理
学
部
の
徳
永
正
義
医
師
の
あ

っ
せ
ん
を
受
け
、
鹿
児

島
大
学
歯
科
口
腔
外
科
学
教
室
に
陳
情
、
協
議
の
結
果
、
鹿
児
島

大
学
の
現
地
調
査
に
よ
り
、
五
十
一
年
―
―
一
月
歯
科
医
師
派
遣
が
決

定
さ
れ
た
。
同
時
に
県
庁
各
関
係
部
課
と
具
体
的
実
現
に
む
け
協

話
を
進
め
、
①
診
療
所
は
旧
溝
辺
小
学
校
鉄
筋
校
舎
（
現
在
の
町
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⑤
歯
科
医
師
免
許
名
義
料
を
月
二
万
円
支
払
う
。

⑥
医
師
住
宅
使
用
料
は
無
料
と
す
る
。
電
気

・
ガ
ス
・
水
道
料

金
及
び
便
所
汲
取
料
金
は
町
の
負
担
と
す
る
。

当
初
一
カ
月
は
、
開
設
当
初
で
も
あ
り
、
医
師
の
派
遣
は
一
週

究）

役
場
別
館
）
西
側
の
一
室
を
改
装
す
る
。
②
歯
科
医
師
住
宅
は
、

旧
溝
辺
小
学
校
長
住
宅
跡
地
に
新
築
す
る
。
③
こ
れ
に
要
す
る
経

費
は
、
過
疎
債
を
充
当
す
る
こ
と
ー
ー
ー
を
決
定
、
五
十
一
年
五
月

の
第
二
回
臨
時
議
会
で
、
溝
辺
町
立
歯
科
診
療
所
設
置
条
例
、
同

予
算
の
決
定
を
み
た
の
で
あ
る
。
た
だ
ち
に
診
療
所
開
設
申
請
を

す
る
な
ど
準
備
に
入
り
、
五
十
一
年
七
月
に
は
、
診
療
所
設
備
、

技
工
士
、
衛
生
士
な
ど
の
人
的
体
制
の
整
備
を
は
か
り
、
準
備
体

制
は
確
立
さ
れ
た
。
五
十
一
年
八
月
一
一
日
、
待
望
の
町
立
歯
科
診

療
所
は
開
設
さ
れ
た
。
当
時
、
鹿
児
島
大
学
歯
科
口
腔
外
科
塩
田

重
利
教
授
と
町
と
の
覚
書
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

①
鹿
児
島
大
学
よ
り
医
師
を
一
月
交
代
で
派
遣
す
る
。

②
医
師
の
給
料
月
額
は
四
五
万
円
と
す
る
。

③
研
究
費
と

し
て
町
は
年
間
五

0
万
円
を
医
局
に
支
払
う
。

④
委
託
研
究
費
は
、
年
度
間
一

0
0万
円
と
す
る
。
（
溝
辺
町

に
お
け
る
就
学
児
童
の
口
腔
衛
生
管
理
に
関
す
る
調
査
研

間
交
代
と
な
り
、
小
中
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
で
も
あ

っ
た
の
で
、

診
療
対
象
は
、
児
童
生
徒
に
限
定
し
た
。
そ
し
て
九
月
か
ら
一
般

診
療
と
な
っ
た
が
、
幸
い
に
台
湾
省
嘉
義
県
に
本
籍
を
有
し
、
鹿

児
島
大
学
医
学
部
付
属
病
院
に
籍
を
も
っ
て
い
た
王
皓
恵
医
学
樽

士
の
常
勤
派
遣
が
決
ま
り
、
安
定
し
た
診
療
が
開
始
さ
れ
た
。

五
十
―
―
一
年
十
二
月
、
王
博
士
が
帰
国
転
出
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
五
十
四
年
か
ら
医
師
の
一
月
交
代
制
と
な
っ
た
。
つ
い
で
五

十
七
年
に
入
り
、
再
び
開
業
医
誘
致
の
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
と

な
り
、
過
去
に
派
遣
さ
れ
た
鬼
丸
高
久
医
師
と
協
議
を
進
め
た
結

果
、
同
年
四
月
に
至
り
開
業
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
直
ち
に
鹿
児

島
大
学
医
学
部
と
の
協
議
に
入
り
、
診
療
を
五
十
七
年
四
月
ま
で

と
し
、
一
カ
月
休
診
し
て
五
月
を
も
っ
て
町
立
歯
科
診
療
所
を
閉

鎖
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

開
設
よ
り
閉
鎖
ま
で
七
年
間
、
診
療
日
数
一
四
六

0
日
、
診
療

件
数
一
万
七
九
―

-
0件
、
診
療
延
べ
人
数
四
万
四
五
四
六
人
、
町

費
実
質
負
担
三
七
六
四
万
五

0
0
0
円
で
あ
っ
た
が
、
当
初
の
目

的
は
充
分
果
た
し
得
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
閉
鎖
後
幸
い
に
、

役
場
近
く
に
鬼
丸
歯
科
医
院
、
空
港
前
に
重
久
歯
科
医
院
が
そ
れ

ぞ
れ
開
業
さ
れ
、
住
民
健
康
の
保
持
に
寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
現
状
で
あ
る
。
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町
歯
科
診
療
事
業
特
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会
計
の
推
移

昭
和
5
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年
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昭
和
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年
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年
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第 3章 医療 ・保健

所
在
地

〔組
合
の
主
な
施
設
〕

▽
し
尿
処
理
施
設
加
治
木
町
木
田

建
設
処
理
能
力

姶
良
郡
西
部
衛
生
処
理
組
合
は
、
加
治
木
町
、
姶
良
町
、
蒲
生
町、

溝
辺
町
の
四
町
で
、
昭
和
三
十
九
年
八
月

一
日
設
立
さ
れ
、
昭
和
四

十
八
年
十
月
に
は
鹿
児
島
郡
吉
田
町
も
加
入
、
現
在
五

ヵ
町
で
組

合
運
営
さ
れ
て

い
る
。
関
係
人
口
は
八
万
三

0
0
0人
（
昭
和
六

十
年
国
調
）
で
、

事
務
所
は
加
治
木
町
木
田
に
所
在
し
て
い
る
。

組
合
の
主
な
事
業
内
容
は
、
次
の
と
お
り
。

①
し
尿
処
理
施
設
の
設
置
と
経
営
及
び
管
理

②
塵
芥
処
理
施
設
の
設
置
と
経
営
及
び
管
理

③
火
葬
場
、
霊
柩
車
の
設
置
と
経
営

組
合
議
会
は
、
議
員
一

0
名
（
各
町
長
一
名
、
議
員
一
名
）
職

員
は
一
八
名
（
事
務
二
名
、
し
尿
五
名
、
ご
み

九
名
、
火

葬
―
―

名
）
で
運
営
し
て
い
る
。
組
合
の
経
費
負
担
は
、
平
等
割
一

0
分

の
二
、
処
理
実
績
に
応
じ
て
負
担
一

0
分
の
八
で
あ
る
。

所
在
地

事
業
費

0
吉
田
清
掃
セ
ン
タ

ー

吉
田
町
本
城

昭
和
五
十

一
年
十
月
着
工
、
同
五
十
三
年
八
月
完
成

一
日
五
〇
沙
（
二
五
沙
二
基
）
不
燃
物
は
一
日

-
0沙
（

一
基
）

処
理
能
力

一
日
二
五
沙
(
―
ニ

・
五
り
一
基
）

五
九
二
六
万
九

0
0
0
円

成

建
設

昭
和
四
十
四
年
十

一
月
着
工
、
同
四
十
五
年
九
月
完

0
み
ろ
く
焼
却
場
加
治
木
町
木
田

所
在
地

増
設
事
業
費

▽
塵
芥
処
理
施
設

処
理
能
力 完
成

姶
良
郡
西
部
衛
生
処
理
組
合

（
増
設
）

建
設

処
理
能
力 昭
和
四
十
年
九
月
着
工
、
同
四
十
二
年
三
月
完
成

一
日
――
-0沙

六
四
五
三
万
二

0
0
0
円

昭
和
四
十
八
年
十

一
月
増
設
着
工
、
同
五
十
年
―
――
月

事
業
費

四

環

境

衛

生

建
設

-
0
六
〇
外
、
合
計
処
理
能
カ
一

日
九
〇トン

三
億
ニ
ニ
九

0
万
円
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第 4部 住民福祉編

事
業
費

事
業
費

▽
火
葬
場
施
設

炉
体
設
備

事
業
費

四
五

―
二
万
円

▽
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

火
葬
炉
三
基
、
汚
物
焼
却
炉

一
某

所
在
地
加
治
木
町
西
別
府

建

設

昭

和

五

十
九
年
七
月
着
工
、
同
六
十
一
年
三
月
完

埋
立
処
分
地

浸
出
液
処
理

埋
立
面
積
11
六
八

0
0平
方
屈

計
画
埋
立
容
量
11
三
万
四

0
0
0立
方
屈

埋
立
期
間
11
約

―
0
年

処
理
能
力
11

一
日
七

0
立
方
屈

調
整
池
容
量
11

一
日
六

0
0立
方
招

二
億
七
九

0
四
万
六

0
0
0円

溝
辺
町
に
お
け
る
処
理
実
績
と
組
合
負
担
は
第
125
表
の
と
お
り

で
あ
る
。

成

敷
地
面
稿
11

ニ
万
六
二
四
〇
平
方
屈

成

所
在
地
姶
良
町
鍋
倉

建

設

昭

和

四

十
七
年
八
月
着
工
、
同
四
十
八
年
三
月
完

七
億
ニ
ニ
六
九
万
六

0
0
0円

第125表 年次別処理実績と組合負担

~ 
し尿処理 塵 芥処理火 葬 場

実 (kg績) 負 (千円担）1 実 ct績)I 負 c千円担） 1 実 （体績） 負 （千円担） 

55年 1. 778 5,844 856 18,723 42 2,462 

56 1,298 5,201 951 17,386 62 2,194 

57 1.710 5,696 911 16,141 53 2.232 

58 1,830 8,239 925 18,131 62 2,315 

59 1,762 8,220 10.12 18,995 53 1. 997 

60 1,782 6,689 1,072 17,045 63 2,958 

61 1. 870 8,805 1. 081 20,604 53 2,480 

62 3,397 12.398 1,397 12,401 48 1. 739 
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第4章 福祉団体と施設

福
祉
団
体
と
施
設

溝
辺
町
社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
法
人
溝
辺
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
の
住
民
が

主
体
と
な
っ
て
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
す

る
民
間
組
織
で
あ
る
。

昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日
任
意
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
発
足

以
来
一
一
八
年
間
、
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
諸
事
業
、
活
動
を

推
進
し
て
い
た
が
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
そ
の
運
営
も
複
雑

多
岐
に
わ
た
る
傾
向
と
な
り
、
変
動
す
る
社
会
情
勢
に
対
応
す
る

た
め
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
「
社
会
幅
祉
法
人
」
に
改
組
し

^
)
0
 

キー

本
町
に
お
け
る
社
会
福
祉
事
業
の
能
率
的
運
営
と
組
織
的
活
動

を
推
進
し
、
地
域
社
会
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

次
の
よ
う
な
事
業
を
進
め
て
い
る
。

①
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
に
関
す
る
調
査
及
ひ
研
究
、

総
合
的
企
画
、
連
絡
調
整
及
び
助
成
普
及

第
四
章

②
助
け
合
い
資
金
に
関
す
る
事
業

③
心
配
ご
と
相
談
に
関
す
る
事
業

④
葬
祭
具
の
貸
付
け
、
諸
葬
祭
具
の
あ
っ
せ
ん
に
関
す
る
事
業

⑤
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
の
受
託

⑥
共
同
募
金
事
業
へ
の
協
力

⑦
そ
の
他
本
会
の
目
的
逹
成
の
た
め
必
要
な
事
業

法
人
化
さ
れ
て
か
ら
の
活
動
は
こ
の
よ
う
な
事
業
を
推
進
し
て

い
る
が
、
特
に
共
同
募
金
活
動
に
お
い
て
は
、
青
年
団
、
老
人
ク

ラ
ブ
を
は
じ
め
、
町
民
総
参
加
の
も
と
に
年
二
回
実
施
す
る
「
い

ら
な
い
運
動
」
に
よ
る
収
益
を
募
金
に
あ
て
る
な
ど
、
著
し
い
成

果
を
挙
げ
て
い
る
。

祭
壇
貸
付
事
業
は
、
経
費
軽
減
を
目
的
に
昭
和
五
十
四
年
か
ら

始
め
て
お
り
、
町
内
死
亡
件
数
の
約
八
八
宕
の
利
用
率
を
み
て
い

る
。ま

た
心
配
ご
と
相
談
所
は
、
昭
和
五
十
四
年
以
来
年
間
延
べ
三

七
七
件
の
相
談
件
数
が
あ
り
、
町
民
の
悩
み
解
消
の
一
助
と
な
っ

て
い
る
。

戦
後
の
混
乱
が
静
ま
り
か
け
た
昭
和
二
十
四
年
に
、
所
得
に
恵

ま
れ
な
い
人
々
へ
の
生
活
福
祉
、
所
得
保
障
と
し
て
低
所
得
階
層

対
策
が
発
足
し
、
そ
の
後
民
生
委
員
一
人

一
世
帯
更
生
運
動
と
し
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第127表

住民福祉編

四

代

村

田

夫

代

松

山

績

二
代

中

山

0
歴
代
会
長

初

代

山

村

登
蔵
藤
蔵

昭
和
六
十
二
年
四
月
か
ら
、
家
庭
奉
仕
員
が
社
会
福
祉
協
議
会

に
移
管
さ
れ
、
入
浴
事
業
と
あ
わ
せ
て
充
実
し
た
福
祉
の
実
践
を

図
り
、
福
祉
の
後
退
が
取
沙
汰
さ
れ
て
い
る
昨
今
心
の
福
祉
を
進

め
て
ゆ
き
た

い
も
の
で
あ
る
。昭

和

26
年
4
月
し
昭
和
37
年
11
月

昭
和
37
年
12
月
ー
45
年
3
月

昭
和
45
年
4
月
ー
51
年
9
月

昭
和
5
1
年
10
月
！
現
在

法外援殺査金貸付状況

（金額単位 ．．円）

年度 l貸付件数 貸付金額

54 2 79,840 

55 ぉ
12 I 550,000 

6 I 284,440 

57 I 2 I 74,000 

ss I 3 I 150,000 
59 5 I 240,000 

60 I 3 I 150,000 

61 I 6 300,000 

62 4 160,000 

計 l 43 1,988,280 

ま
た
そ
の
ほ
か
に
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
と
り
あ
え
ず

急
場
し
の
ぎ
の
一
助
と
し
て
、
法
外
援
助
貸
付
基
金
制
度
が
あ

る
。
こ
の
基
金
は
無
利
子
で
あ
り
、
資
金
は
香
典
返
し
を
原
資
と

し
て
い
る
（
第
127
表）。

第126表

（第
126
表）

て
推
進
さ
れ
、
昭
和
三
十
年
か
ら
「
世
帯
更
生
資
金
貸
付
制
度
」

が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
人
々
が
こ
の
資
金
を
活
用
し
更
生
し
て
い

る
。

世帯更生資金貸付状況

（金額単位：円）

年度 貸付件数 貸付金額

54 4 1 2. 200. ooo 

5 6 2,567,000 

I 3 
I 6 

, 1 I 

゜I 

5
 
56 

57 

58 

59 

60 ー

2,567,000 

1,774,000 

7,100,000 

450,000 

゜1. 740,000 
61 

゜ ゜62 

゜ ゜計 21 15,831.000 
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第 4章福祉団体と施設

第128表 共同募金配分金使途内訳

（単位 ：I廿）

年‘＼度ご／分 福活祉推進動 福児童身祉障 1老活人福祉動 援低所得護者 地活域福祉動 I メ口 計

55 50,000 292,000 442, 000I 1 

゜
96,000 880,000 

56 200,000 425,000 250.000 

゜
556,000 1, 431. 000 

57 400,000 730,000 431. 000 46,000 273,000 1,880.000 

58 400,000 570. ooo' 365,600 100,000 642,400 2,078,000 

59 400,000 230,000 257, 000• I 
゜
805,000 1. 692,000 

60 400.000 341, oool 461. 000 

゜
605,000 1. 807. 000 

61 300,000 400.000 440,000 

゜
854,000 1. 994,000 

62 200,000 399,000 567,000 50,000 885,000 2. 101. 000 

I I 

第129表 共同募金歳末たすけあい募金実績表

（単位：円）

I共 同 券 金 1歳末たすけあい募金

五逗翌1 目標額 実績額 割合% I 目標額 I 実績額 I 割合％

54 717,000 I. 217,850 169.9 178,000 225,309 126.6 

55 756,000 1,778,300 235.3 178,000 285,429 160.4 

56 905,000 2,178,160 240.8 266,000 267,251 100.5 

57 1,040,000 2,551,808 245.4 258,000 265,839 103. 1 

58 1. 102,000 2,584,948 234.6 266,000 270,519 101. 7 

59 1,156,000 2,223,969 192.4 272,000 280,804 103.3 

60 1,203,000 2,322,993 193.1 294,000 295,104 100.4 

61 1,227,000 2,484,031 202.5 294,000 294,040 100.1 

62 1,295,000 2,684,503 207.3 306,000 307,142 100.4 

372 

I 



第 4部 住民福祉編

延
床
面
積

設

備

一
五
七
五
•
四
三
乎
方
屈

居
室
四
人
室
―
―
-
、
一
人
室

二
、
静
餐
室
（
三
人
室
）
一

全
館
冷
暖
房
設
備
・
全
館
ナ
ー

ス
コ
ー
ル
及
び
放
送
設
備
•
特

殊
浴
槽
設
備
・
一
般
浴
槽
設

敷
地
面
績
五
、
八

0
九
平
方
屈

建
物
構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
家
建

社
会
福
祉
法
人
「
山
陵
会
」
（
理
事
長

・
徳
永
正
吉
）
は
昭
和

五
十
六
年
九
月
―
―
-
H
設
立
認
可
さ
れ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

「
フ
ラ
ワ
ー
ホ
ー
ム
」
が
本
町
麓
に
開
設
さ
れ
た
。

〔
施
設
の
概
要
〕

〇
設
置
主
体
社
会
福
祉
法
人
山
陵
会

0
開

設

者

理

事

長

徳

永

正

吉

〇
施
設
名
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
フ
ラ
ワ

ー
ホ
ー
ム
」

0
所
在
地

鹿

児

島
県
姶
良
郡
溝
辺
町
麓
九
四
七
番
地
＝――

〇
施
設
長
徳
永
正
弘

〇
施
設
の
規
模 特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

〇
施
行
者

八

0
0円

備
・
機
能
回
復
訓
練
設
備
・
全

室
洗
面
所
水
洗
便
所
設
備
・
非

常
災
害
対
策
設
備
・
浄
化
槽
設

備
・
自
動
洗
濯
機
・
自
動
脱
水

機
・
舞
台
装
置
・
ロ
ビ
ー
・
食

堂
・
医
務
室
・
厨
房
・
食
品
庫
・

介
護
材
料
室
・
寮
母
控
室
・
会

議
室
・
園
長
（
面
接
）
室

・
事

務
室
・
霊
安
室
・
給
水
設
備
・

排
水
設
備
・
宿
直
室
・
浴
室
・

便
所
・
そ
の
他

三
七
九
、
五
九
九
、
八

0
0円

日
本
小
型
自
動
車
振
興
会
補
助
金

一
五

0
、
七

0
0、
0
0
0円

社
会
福
祉
事
業
振
興
会
貸
付
金

―
一
六
、
五

0
0、
0
0
0
円

理
事
長
徳
永
正
吉
寄
附
金

四
五
、

0
一五、

理
事
長
徳
永
正
吉
寄
附
敷
地

五
、
八

0
九
平
方
屈

（
六
七
、
三
八
四
、

0
0
0
円）

〇
設
計

・
監
理
鹿
児
島
市
永
園
設
計
跨

鹿
児
島
市
鉤
鴻
池
組

〔
総
事
業
費
〕

〇
財
掠
内
訳
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第5章 みぞべ温泉

第
五
章

み
ぞ
べ
温
泉

誕
生
ま
で
の
経
過

隣
町
隼
人
町
日
当
山
は
、
古
く
か
ら
温
泉
で
栄
え
た
町
、
湿
泉

の
効
用
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
、
特
に
農
閑
期
に
な
る
と
農
繁
期
の

ま
き

ダ
レ
（
疲
れ
）
を
と
る
た
め
、
米
・
薪
持
参
で
湯
治
に
行
く
の
が

―
つ
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
の
も
、
そ
う
昔
の
話
で
は
な
い
。
最
近

ふ

ろ

で
は
自
家
用
自
動
車
の
発
達
に
よ
り
、
自
宅
の
風
呂
に
入
る
く
ら

い
の
気
持
で
、
家
族
用
温
泉
に
短
時
間
で
行
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
本
町
に
は
温
泉
が
皆
無
で
あ
る
。
住
民
が
町
内
に
温

泉
が
あ
れ
ば

．．． 

の
願
望
を
抱
く
の
も
当
然
で
あ
る
。

昭
和
四
十
五
年
財
団
法
人
溝
辺
町
開
発
公
社
が
発
足
し
、
公
共

用
地
の
先
行
取
得
を
主
体
と
し
て
業
務
を
展
開
し
て
い
た
が
、
昭

和
四
十
八
年
三
月
（
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
く
鹿
児
島
県
町
村
土
地
開
発
公
社
溝
辺
支
社
の
発
足
に
伴

い
、
業
務
は
土
地
開
発
公
社
が
行
う
こ
と
と
な
り
、
財
団
の
公
社

は
、
保
有
財
産
の
管
理
を
行
う
こ
と
の
み
と
な
っ
た
。
幸
い
に
そ

の
時
点
に
お
い
て
、
財
団
公
社
は
資
金
に
も
余
裕
が
あ
っ
た
の

で
、
単
に
資
金
管
理
を
す
る
よ
り
も
、
住
民
還
元
の
方
法
は
な
い

も
の
か
検
討
し
た
結
果
、
観
光
開
発
の
面
か
ら
長
年
の
願
望
で

あ
っ
た
「
溝
辺
に
温
泉
を
」
を
実
現
す
る
方
向
に
進
展
し
た
の
で

あ
る
。
以
下
掘
さ
く
よ
り
実
現
ま
で
を
記
述
す
る
。

0
昭
和
55
年
3
月
、
鹿
児
島
大
学
理
学
部
地
学
教
室
、
理
学
博
士

露
木
利
貞
教
授
に
検
討
依
頼

0
昭
和
55
年
9
月
、
露
木
教
授
よ
り
検
討
結
果
発
表

①
山
陵

・
上
床
を
結
ぶ
線
よ
り
五

0
0屈
北
西
の
位
置
は
可

能
性
あ
り
。

②
掘
さ
く
は
、
海
水
面
か
ら
ニ
―
1
0
0
}
~
く
ら
い
。

③
地
熱
と
水
が
あ
る
こ
と
が
条
件
。

④
成
功
し
な
く
と
も
、
試
験
研
究
を
し
た
経
過
を
残
す
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。

⑤
成
功
し
て
も
、
温
泉
街
を
形
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
（
即
成
温
泉
街
と
の
関
連
か
ら
）
。

0
昭
和
55
年
10
月、

県
温
泉
審
議
会
に
試
掘
に
つ
い
て
諮
問

0
昭
和
56
年
1
月
、
試
掘
許
可

0
昭
和
56
年
7
月
、
試
掘
委
託
契
約
（
有
限
会
社
、
隼
人
興
業

と
、
委
託
費
一
六
七
0
万
円
、
掘
さ
く
深
度
七
0
0
1
~
)
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0
昭
和
57
年
3
月
、
試
掘
三

0
0屈
（
硬
岩
多
く
難
工
す
る
も
、

可
能
性
あ
り
と
報
告
）
。

0
昭
和
57
年
5
月
、
試
掘
五
―

二
屈

0
昭
和
57
年
8
月
、
試
掘
七

0
0
招
に
及
ぶ
が
、
孔
底
温
度
三
七

度
C
と
の
こ
と
で
、
さ
ら
に
掘
さ
く
す
る
様
業
者
よ
り
要
請

0
昭
和
5
7年
1
2月
、
試
掘
一
0
0
0
}
~に
変
更
契
約

0
昭
和
58
年
2
月
、
財
団
公
社
に
温
泉
利
用
小
委
員
会
設
置

0
昭
和
58
年
3
月
、
小
委
員
会
調
査
結
果
報
告

①
泉
温
四
七
度
C
以
上
を
前
提
と
す
る
こ
と
。

②
建
物
は

一
階
建
か
望
ま
し
い
。

③
経
営
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

④
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ソ

タ
ー
と
競
合
し
な
い
こ
と
。

0
昭
和
5
8年
5

月
、
試
掘

一
0
0
0
1
~で
、
孔
底
温
度
五
八
度

C

確
認
、
さ
ら
に
試
掘
一
五
0
0
1
~に
変
更
契
約

0
昭
和
58
年
9
月

試
掘
一

0
―-＝―
-11
孔
底
温
度
五
九
度

C
確
認
、
い
っ
水

一
六

0
0認

試
掘
一

0
四
五
11
孔
底
温
度
六

0
度
C
確
認

試
掘

――

ニ―
-11
孔
底
温
度
六

0
度
C
確
認、

あ
り

い
っ
水
五
〇

0
0認

試
掘
―
―
―
六
1
1
孔
底
温
度
六
0
•

五
度
C

確
認
、
い
っ
水

一
八

0
0認

以
上
の
結
果
、
な
お
掘
さ
く
し
て
も
、
孔
底
温
度
は
あ
る

程
度
上
昇
す
る
も
の
の
、
い
っ
水
量
が
低
下
す
る
の
で
、
孔

底
を
ふ
さ
ぐ
方
法
が
必
要
と
な
る
。
一

方
孔
底
温
度
は
高
い

が
、
揚
水
段
階
で
泉
湿
が
低
下
し
四

0
度

C
前
後
し
か
確
保

で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
保
温
。ハ
イ
プ
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
加
温
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ

f
 

0
昭
和
58
年
12
月、

二
年
六
カ
月
に
わ
た
る
試
掘
の
概
要
は
、
掘

さ
く
委
託
料
三
七
――
10
万
円
、
掘
さ
く
深
度

―
―
―
六
屈、

保
湿
。ハ
イ
プ
七
八
〇
屈
、
揚
湯
量
毎
分
一

0
0認、

孔
底
温

度
六

0
度

C
、
源
泉
孔
口
温
度
四
一
度

C
で、

工
事
は
終
了

し
た
。

0
昭
和
58
年
12
月
、
町
は
、
こ
の
温
泉
を
活
用
す
べ
く
、
隣
地
に

老
人
福
祉
セ
ソ
タ
ー
を
建
築
す
る
こ
と
と
な
り
、
公
社
も
同

時
に
浴
場
棟
を
新
設
す
る
こ
と
と
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

平
家
建
―
二

0
平
方
屈
と
温
泉
施
設
工
事
を
発
注
し
た
。

0
昭
和
59
年
2
月
、
公
社
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
用
地
、
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第5章 みぞべ湿泉

ー

成
分

①

源

③
泉
源
所
在
地

⑱

泉

質

泉

名

三―
-0九
・
七
平
方
屈

（簿
価
二
四
0
0万
円
）
と
、
浴
場

棟
及
び
浴
場
施
設
ニ
ニ

0
五
万
八

0
0
0
円
、
合
計
四
六
〇

五
万
八

0
0
0
円
を
町
に
寄
附
す
る
こ
と
と
し
た
。

0
昭
和
59
年
5
月
、
町
は
老
人
福
祉
セ
ン

ク
ー
を
建
設
す
る

一
方

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
、
駐
車
場
の
設
置
、
周
辺
環
境
の
整
備
を

終
え
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
開
館
式
を
と
り
行
う
こ
と
と

な
っ

た
が
、
同
時
に
「
み
ぞ
べ
温
泉
」
が
実
現
し
た
記
念
す

べ
き
日
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

泉
質
は
、
単
純
混
泉
で
、
低
張
性

・
弱
ア
ル
カ
リ
性
湿
泉
と
し

て
県
衛
生
研
究
所
の
認
定
を
受
け
て
お
り
、
利
用
客
も
年
間
二
万

人
程
度
定
着
し
て
お
り
、
老
人
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
と
も
に
楽
し

み
、
一
般
客
も
か
な
り
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

溝
辺
混
泉

溝
辺
町
有
川
池
畑
八

0
八

単
純
温
泉
（
低
張
性

・
弱
ア
ル
カ
リ
性

・

温
泉
）

成分など

第カ マカ ナ 力

ールグ リ 卜

鉄シネ ウ リ チ

計
ウ シム ウ
ム ウ ム

// ム ィ ォ
// 

” 才
// 

ン／ ノ`

ミ

一七
リ

八 〇 八七七 三
グ

． ． ラ

〇＝九七 一 九
ム

ミ

五 0 0 0 0 三 リ

ノ‘． ． ． 
I 

二 〇 九 六四二
四ー四四四 一

Jレ

ミ

0 ゚ -—六 リ

〇 七 二八一 ノミ

． ． ． ． ． I 
〇。 一 九二四二 Jレ

九四ー 0 六 ％ 

⑥
 

（
本
水

―
g
中
に
含
有
す
る
分
量）

⑤ ④ 

瀕
泉
摂
氏
四

O
・八
度

水
素
イ
オ
ン
濃
度

(P
H
)

ラ
ド
ソ
含
有
量

蒸

発

残

溜

物

温

泉

の

成

分

一
八
〇
印

比

重

0
・
九
九
九
四

単
位
）

③
 

ニ

・
三
九

(
1
0
0億
分
の
一
に

試
験
室
1
1

七

・
七

②
 

ゆ
う
出
地
11
七

・
六
、

(5) (4) 

① 
試

験

成

績

性

状

ゆ

う

出

地
11
無

色

透

明

・
微
鉄

味

・
無
臭

泉

温
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第 4部 住民福祉編

総 腐

（
温
泉
の
分
析
年
月
日

計 触

メ
タ
亜
砒
酸

遊

離

炭

酸

昭
和
五
十
八
年
一
月
二
十
四
日
）

合

計

②
温
泉
療
養
の
必
要
期
間
は
お
お
む
ね
一
一
な
い
し
三
週
間

未
満

り
二
回
な
い
し
三
回
ま
で
と
す
る
こ
と
。

0
・O
ニ

総
水
銀

0
・
O
二
殴
／
kg

鉛

” 

五
二
0
•
四
罰

―
ニ
・
七
舒

五
―
―
―
―
―
-
•
一
鈴

メ
ク
け
い
酸

通

i
 

1
1
'1 

n
 

一
八
八

・
六
罰

三一

・
八
舒

銅
イ
オ
ン

0
.
o
-

kg
未
満

” ” 

総
ヒ
素

0
・
0
0
五
収
／

①
神
経
痛

麻
痺
⑥
関
節
の
こ
わ
は
り

⑨
慢
性
消
化
器
病
⑩
痔
疾

⑩
疲
労
回
復
⑭
健
康
増
進

⑱
浴
用
上
の
注
意

①
温
泉
療
養
を
始
め
る
場
合
は
最
初
の
数
日
の
入
浴
回
数

を

一
日
当
り

一
回
程
度
と
す
る
こ
と
。
そ
の
後
は
一
日
当

②
筋
肉
痛

③
関
節
痛
⑦
う
ち
み

⑪
冷
え
症 ④
五
十
扇
⑧
く
じ
き

⑫
病
後
回
復
期

-
•
六
九
幻

③適応症

一般的適応症

炭酸 炭酸 硫酸 素塩 フッ
ア

計 ” 素水 // 
素

二

// 
イ オ

” 
ォ
ン' ン／

ミ

リ
七 五

グ0 0 六六六 0
ラ． 
ム

六八一六九二

ミ

四〇四 0 0 0 リノ． . ． 
I 

五〇ニーー 0
七=0 四九一 Iレ

ミ

リ

〇0 0 九一 三 四〇
ノ‘ヽ
1 . ． Jレ

〇六九゜ 〇ーニ ％ 
．，一
ノヽ ノ＇ヽ ノ、一

2
 

イ
高
血
圧
症

⑤
運
動

禁
忌
症
及
び
適
応
症

①

禁

忌

症

①
急
性
疾
患
（
特
に
熱
の
あ
る
場
合
）
②
活
動
性
の
結
核

③
悪
性
腫
瘍
④
重
い
心
臓
病
⑤
呼
吸
不
全
⑥
腎
不
全

⑦
出
血
性
疾
患

⑧
高
度
の
貧
血
⑨
そ
の
他

一
般
に
病
勢

進
行
中
の
疾
患
⑩
妊
娠
中
（
特
に
初
期
と
末
期
）

次
の
疾
患
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
高
温
浴
（
四
二
度
）

以
上
を
禁
忌
と
す
る
。

ア
高
度
の
動
脈
硬
化
症

ウ
心
臓
症
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入
浴
時
間
は
、
入
浴
湿
度
に
よ
り
異
な
る
が
、
初
め

は
三
分
な
い
し
一

0
分
程
度
と
し
慣
れ
る
に
し
た
が

っ

て
延
長
し
て
も
よ
い
。

①
入
浴
中
は
運
動
浴
の
場
合
は
別
と
し
て

一
般
に
は
安

静
を
守
る
。

＠

入
浴
後
は
、
身
体
に
付
着
し
た
温
泉
の
成
分
を
水
で

洗
い
流
さ
な
い
（
湯
た
だ
れ
を
起
こ
し
や
す
い
人
は
逆

に
浴
後
真
水
で
身
体
を
洗
う
か
、
温
泉
成
分
を
拭
き
取

る
の
が
よ
い
）

⑭

入

浴

後
は
湯
冷
め

に
注
意
し
て

一
定
時
間
の
安
静
を

守
る
。

R
熱
い
温
泉
に
急
に
入
る
と
め
ま
い
等
を
起
こ
す
こ
と

⑦ 
④
 
以
上
の
ほ
か
入
浴
に
は
次
の
諸
点
に
つ
い
て
注
意
す
る

J

と
。

温
泉
療
養
開
始
後
お
お
む
ね
三
日
な
い
し

一
週
間
前
後

に
湯
あ
た
り
（
湯
さ
わ
り
ま
た
は
浴
湯
反
応
）
が
現
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
「
湯
あ
た
り
」
の
間
は
、
入
浴
回
数
を
減

じ
又
は
入
浴
を
中
止
し
、
湯
あ
た
り
症
状
の
回
復
を
待
っ

こ
と
。

③
 を
適
当
と
す
る
こ
と
。

（
適
応
症

・
禁
忌
症
決
定
年
月
日

R
 

④
飲
用
上
の
注
意
事
項

①

飲
泉
療
養
に
際
し
て
は
、
温
泉
に
つ
い
て
専
門
的
知
識

を
有
す
る
医
師
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

②

湿
泉
飲
用
の

一
回
の
量
は
一
般
に
一
0
0
~
な
い
し
二

0
0蛉
程
度
と
し
そ
の

一
日
の
量
は
お
お
む
ね

二
0
0肘

な
い
し
一
、

0
0
0紗
ま
で
と
す
る
こ
と
。

③

以
上
の
ほ
か
、
飲
用
に
つ
い
て
は
次
の
諸
点
に
つ
い
て

注
意
す
る
こ
と
。

⑦

一

般
に
は
食
前
――
10分
な
い
し
一
時
間
が
よ
い
。

①
夕
食
後
か
ら
就
寝
前
の
飲
用
は
な
る
べ
く
避
け
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

昭
和
五
十
九
年
四
月
四
日
）

飲
酒
し
て
の
入
浴
は
特
に
注
意
す
る
。

R
 
が
あ
る
の
で
十
分
注
意
を
す
る
。

食
事
の
直
前

・
直
後
の
入
浴
は
避
け
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
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